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令和４年度事業報告 

新型コロナウイルス感染症は、これまで、「新型インフルエンザ等感染症（いわゆる２類相当）」

であったものが令和５年５月８日から「５類感染症」へと変更されたところである。しかしなが

ら、未だ明確な収束の見通しが立っていない状況であり、国難ともいうべき今日の事態に対し、

静岡県薬剤師会では円滑なワクチン接種体制構築への協力、公衆衛生・環境衛生知識の普及・啓

発や医薬品提供体制及び検査キットの販売を含む検査体制の構築・維持に協力することで、地域

医療提供体制の確保に取り組んできたところである。 

このような社会情勢にあって日本薬剤師会では、昨年度に引き続き、令和４年５月に「日本薬

剤師会政策提言 2022」を公表した。 

その提言の中では、地域住民が必要とする医薬品を薬局において適切に過不足なく提供する

ことが薬剤師の基本的な使命であることに鑑み、薬剤師は国民のために、持てる全ての知識と経

験を駆使し、薬剤師サービスをさらに充実させていく決意を示しており、国民が安心して医療の

恩恵を受けられるよう、良質な薬剤師サービスを享受できる社会の実現に向けて、政策提言に示

した事業に取り組んでいくとしている。 

一方国では、社会保障制度、中でも国民皆保険を安定して維持・運営する観点から、また「地

域共生社会」を目指し、2025 年（令和７年）を目途に住み慣れた地域で住まい、医療・介護・予

防・生活支援が一体的に提供される「地域包括ケアシステム」の構築を進めている。 

こうした新たな地域医療提供体制の確立に向けて、全ての薬局が 2020 年施行の改正薬機法・

薬剤師法が求める、かかりつけ・健康サポート機能を的確かつ確実に発揮することで、地域への

医薬品提供の役割の充実を第一義とし、その後、地域連携薬局・専門医療機関連携薬局が地域医

療提供体制のもとで、期待通りにその能力を発揮できるよう、薬局機能の充実・強化を図るため

の研修を推進し、行政とも協力しながらその環境整備を継続していく必要がある。 

一方、昨年末に公表された第８次医療計画（2024～2029 年度）等に関する検討会の取りまと

めでは、「地域の実情に応じた薬剤師の確保対策を講じる」との方向性が示され、また、「在宅医

療の体制構築に係る指針」においては、「都道府県の薬務主管課と医療政策主管課が連携し、地

方薬事審議会等を活用し（中略）、在宅医療に必要な医薬品等の提供体制を整備する」と具体的

に記載された。 

第８次医療計画における「５疾病６事業並びに在宅医療」での薬剤師・薬局に対する期待に確

実に応えるため、これまで本会で取り組んできた事業内容を踏まえ、日本薬剤師会とも連携して

さらなる取組みの充実を図っていく必要がある。 

また、 薬価の中間年改定が実施され前回と同様に平均乖離率 7.0％の 0.625 倍（乖離率

4.375％）を超える品目を対象として改定が行われ、対象品目数は 13,400 品目（69％）で、影響

額は▲3,100 億円となった。 

しかし一方で、急激な物価の高騰や安定供給問題に対応するため、不採算品再算定について臨

時・特例的に全品目（1,100 品目）を対象に薬価の引き上げが行われ、イノベーションに配慮す

る観点から新薬創出等加算の加算額を臨時・特例的に増額し、150 品目について従前の薬価と遜

色ない水準とする対応も行われることになった。 

 更に、診療報酬上の特例措置（令和５年４月～12 月）として、医薬品の安定供給問題を踏ま
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えた加算措置、オンライン資格確認の導入・普及に関する加算措置が適用されることとなったと

ころである。 

さらに、調剤業務の外部委託、処方箋 40 枚規制の見直しなど、薬剤師業務の根幹を揺るがし

かねない、理不尽とも思える規制の緩和を求める規制改革推進会議への対応や、医薬分業の本旨

を蔑ろにした経済優先の「医療機関敷地内薬局」に対する的確な措置についても、薬剤師職能の

存在意義を踏まえて必要な意見や要望等を関係各方面へ行っていくことが求められている。 

また、オンライン資格確認、電子処方箋、電子お薬手帳など、国が推進している医療分野のＩ

ＣＴを活用したＤＸについては、「デジタルトランスフォーメーションありき」とならぬよう、

国民の医薬品安全を守る薬剤師・薬局業務に与える影響等も視野に、各薬局が国の進める方針に

的確に対応できるよう支援を継続していくことが重要である。 

一方、令和４年４月から、我が国でもリフィル処方箋が導入された。この制度の趣旨である、

「薬剤師による適切な継続的・一元的な薬学管理に基づくより安全で質の高い薬物療法の確保」

を目指して、医薬連携のさらなる強化・充実を進めるとともに、医薬分業制度の定着に向け、薬

剤師はもとより社会全体に対して必要な情報提供を継続していく必要がある。 

令和４年度は、これらの現状を踏まえながら的確に諸課題に取り組むとともに、公益社団法人

として日本薬剤師会並びに県内の地域・職域薬剤師会との連携の下、薬剤師養成のための薬学教

育への対応、生涯学習の充実・学術活動の推進、薬剤師、薬局機能の充実及び医療安全対策の推

進など、県民の健康な生活の確保及び向上に寄与するために以下の事業を実施した。 

 

＜公益目的事業＞ 

薬剤師の倫理の高揚及び学術の振興を図り、薬学薬業の進歩発展を図ることにより、静岡県民

の健康な生活の確保及び向上に寄与する事業 

 

１ 薬剤師養成のための薬学教育への対応 

（１）認定実務実習指導薬剤師の養成 

ア 薬学教育協議会認定「認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップ」の開催 

［第 90 回認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップ in東海（静岡）］ 

開催日：７月 17日（日）・18 日（月・祝） 

場所：静岡県立大学看護学部棟・薬学部棟 

受講者数：48 名 

［認定実務実習指導薬剤師アドバンストワークショップ］ 

開催日：１月 22日（日） 

場所：静岡県薬剤師会館 

受講者数：16 名 

従来は、薬学教育モデル・コアカリキュラム改訂以前に「認定実務実習指導薬剤師養成

ワークショップ」を受講された認定実務実習指導薬剤師を対象に、改訂後の成果基盤型教

育（ＯＢＥ）対応実務実習を習得いただくことを目的としていたが、今回は、静岡県の実

務実習における実例を基に、各地域の実務実習担当者を対象に、静岡県の薬局実務実習に
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関する問題点への対応をメインに討議を行うことにより、実践的な成果を上げることを目

的に開催した。 

イ 日本薬剤師研修センター認定「認定実務実習指導薬剤師養成講習会」の開催 

令和４年度は東・中・西部地区において各１回ずつ講習会を開催した。講習会の内容は

いずれも「新規：講座①・②・③、更新：講座④」となっている。 

開催日 場 所 
新規 

受講者 

更新 

受講者 

６月 26 日（日） 浜松市薬剤師会 17 名 10 名 

８月 21 日（日） 
沼津薬剤師会医薬分業推進支援

センター 
10 名 9 名 

１月 15 日（日） 静岡県薬剤師会館 20 名 25 名 

（２）病院・薬局実務実習東海地区調整機構への参画 

会議の名称 開催日 場所 出席者 

2022 年度第１回東海地区

調整機構委員会・合同会議 
５月 28 日（土） Web 会議 

原田副会長、安達・

大重常務理事 

2022 年度第２回東海地区

調整機構委員会・合同会議 
１月 21 日（土） Web 会議 

原田副会長、安達・

大重常務理事 

（３）静岡県立大学薬学部薬局実務実習への協力 

平成 22 年度から、病院及び薬局における、夫々11 週間にわたる実務実習が開始され、令

和４年度は 100 薬局において 149 名の学生を受け入れた。 

受入施設の確保及び「認定実務実習指導薬剤師」の養成は、薬学教育協議会、病院・薬局

実務実習東海地区調整機構との連携の下、推進している。 

ア 静岡県立大学薬学部学生病院・薬局実務実習協議会への参画 

開催日：１月 27日（金） 

場所：静岡県立大学 

出席者：原田副会長、安達、植常務理事 

イ 令和４年度薬学部１年生早期体験学習受入薬局の調整 

実施日 受入薬局が属する地域薬剤師会 受入人数 

12 月７日（水） 
三島、沼津、北駿、富士、清水、静岡、焼津、 

藤枝、島田、磐田、浜松 
65 名 

12 月８日（木） 
三島、沼津、富士、富士宮、清水、静岡、焼津、

藤枝、島田、小笠袋井、磐田、浜松 
65 名 

ウ ＯＳＣＥ（客観的臨床能力評価試験）への評価者派遣 

［静岡県立大学薬学部ＯＳＣＥ直前評価者講習会］ 

実施日：11 月 19 日（土） 

場所：静岡県立大学 

評価者：安達・大重・植常務理事他 

［静岡県立大学薬学部ＯＳＣＥ本試験］ 

実施日：12 月 10 日（土） 

場所：静岡県立大学 

評価者：安達・大重・植常務理事他 
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エ その他静岡県立大学薬学部が主催する関連事業への協力 

静岡県立大学では、例年４月に学部・短期大学部・大学院入学式を開催されており、本

会からも役員が出席していたが、令和４年度は新型コロナウイルス感染状況を踏まえ、大

学関係者のみでの実施にとどまった。 

（４）改訂モデル・コアカリキュラムに基づく「認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップ」

対応の研修等の実施 

平成 30 年度、令和元年度において説明会等を開催したことにより、改訂モデル・コアカ

リキュラムに基づくワークショップ、アドバンストワークショップの内容刷新が図れたため、

前年度同様、令和４年度も特に研修等は実施しなかった。 

（５）東海薬学教育コンソーシアムへの協力 

［新しい薬学教育モデル・コアカリキュラムを考える FD ワークショップ］ 

実施日：３月 12日（日） 

場所：名古屋市立大学薬学部（田辺通キャンパス） 

参加者：安達・大重常務理事 

 

２ 生涯学習の充実・学術活動の推進  

（１）生涯学習の充実 

ア 日本薬剤師研修センター及び日本薬剤師会が実施する生涯学習事業への協力 

薬剤師の資質及び専門性の向上に寄与するための日本薬剤師研修センター制定の研修

認定薬剤師制度に協力することにより、県民の健康な生活の確保及び向上に寄与すること

を目的としている。 

日本薬剤師研修センターは、令和４年４月から「薬剤師研修・認定電子システム（ＰＥＣ

Ｓ）」を本格稼働し、これにより、従来、各都道府県薬剤師会がとりまとめを行っていた研

修認定薬剤師の申請業務は、申請者が直接、研修センターに手続きを行うこととなった。 

また、研修会開催申請手続きもＰＥＣＳによるオンライン申請のみとなり、実際の研修

会受付ではＱＲコードリーダーを導入するなどＰＥＣＳに対応する環境を整えた。 

さらに、令和元年度の薬機法改正により機能別の薬局（地域連携薬局、専門医療機関連

携薬局）の認定制度が導入されたことを受け、日本医療薬学会が「地域薬学ケア専門薬剤

師制度」を構築（副領域の認定として「がん」を設定）し、令和２年度から運用を開始す

ることとなった。（制度開始から一定期間、ある一定の条件を満たした研修希望者に対し

過渡的措置による「暫定認定」を先に行い、その後研修を進める仕組みとなっている。） 

日本薬剤師会からの依頼により、各都道府県薬剤師会では本制度の認定申請を希望され

る会員の研修を調整（マッチング業務）するための「地域薬学ケア専門薬剤師研修調整委

員会」を設置した。静岡県では令和４年度において１名のマッチング作業を行った。 

イ ｅ-ラーニング等による生涯学習・研修システムの検討 

従前より、仕事や家庭の事情で時間的に制約のある薬剤師、地理的な問題で薬剤師会主

催の研修会に参加できない薬剤師の学習形態について検討してきた。 

令和３年度からはコロナ禍によりＺＯＯＭを用いたＷｅｂ上での会議・研修システムが

世間一般に浸透し、本会においても同システムを活用することとなった。 
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令和４年度は第 55 回東海薬剤師学術大会の開催に当たり、1,000 人規模のＷｅｂ研修

（ウェビナー）を実施することができた。今後は日本薬剤師会が発足した日本薬剤師会研

修プラットフォームの活用について検討していく。 

ウ 臨床及び疫学研究に関する倫理審査等への対応 

日薬では、平成 26 年 12 月 22 日に厚生労働省及び文部科学省が制定した「人を対象と

する医学系研究に関する倫理指針」に対応するため、日本薬剤師会「臨床・疫学研究倫理

審査委員会」を設置するとともに、各都道府県薬剤師会にも同様の倫理審査を行う機関の

設置を要請された。 

本会では、平成 28 年から静岡県薬剤師会「臨床及び疫学研究に関する倫理審査に係わ

る検討委員会」を立ち上げ、設置準備を進め、平成 30 年９月 27日に「公益社団法人静岡

県薬剤師会研究倫理審査委員会」を設置した。 

令和４年度における倫理審査の申請件数は３件だった。 

（２）学術活動の推進 

ア 第 55 回日本薬剤師会学術大会（宮城大会）への参加 

薬剤師の学術的水準を高めるため、全国各地の薬剤師が日頃の業務の成果を発表し、講

演し、意見交換するなど、薬剤師の学術的水準を高めることにより、国民の健康な生活の

確保及び向上に寄与することを目的としている。 

令和３年度（第 54 回大会）は、全国的に新型コロナウイルス感染者増加傾向であったた

め、当初予定していたハイブリッド形式から「完全 WEB 形式」に変更して開催されたが、

令和４年度（第 55 回大会）はハイブリッド形式にて開催された。 

メインテーマ：結（ゆい） ～地域と共に未来へ～ 

主催：日本薬剤師会、宮城県薬剤師会 

会期：10月９日（日）～10 日（月・祝） 

会場：仙台国際センター（現地開催と WEB 配信によるハイブリッド方式） 

参加登録者数：7,037 名（内訳：現地参加 4,723 名、WEB 参加 2,314 名） 

［口頭発表／静岡県発表者］ 

№ 
地域・ 

職域等 
発表者氏名 所属 題名 

1 島田 清水雅之 合同会社みどりや薬局 
漫画コンテンツを掲載したお薬手帳によるア

ンチドーピング教育及び医薬品適正使用啓発

の試み 

2 富士 仲村修平 杏林堂薬局 富士松岡店

二俣店 
苦味受容体と構造活性の調査及び採用散剤に

対する万能な矯味剤となる店舗商品の探索 

［ポスター発表／静岡県発表者］ 

№ 
地域・ 

職域等 
発表者氏名 所属 題名 

1 榛原 伊藤圭汰 アイン薬局 榛原店 降圧薬服用患者への服薬フォローアップの重

要性についての考察 

2 沼津 俵 翔吾 中土狩薬局 「吸入薬指導加算」患者全例電話フォローアッ

プの取組～ 621 事例分析 

3 小笠袋井 箙 祐司 南山堂薬局 横須賀店 薬局薬剤師から医療機関への情報提供と調剤

後のフォローに関する分析について 
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4 静岡 吉岡優子 たまち薬局 かかりつけ薬局・薬剤師として複数科処方に介

入した事例の報告 

5 静岡 杉山優香 株式会社アイドラッグ すずらん薬局における健康サポートに関する

取り組み 

6 静岡 田畑尚子 薬局メディスン 中田み

なみ店 無菌調剤室の利用状況と今後の課題 

7 静岡 長谷怜奈 はやい薬局 調剤薬局における「月経前症候群（PMS）」電

話フォローアップの有用性分析 

8 浜松 西島由仁 初生薬局 統計学を用いた研究発表を行うための生涯学

習 

9 静岡 大石順子 
(公社)静岡県薬剤師会 
高齢者くすりの相談室 
編集会議委員 

「高齢者くすりの相談室（事例集）」の継続発

行と評価～薬局経由で静岡県民の医療リテラ

シーを高める～ 

イ 第 55 回東海薬剤師学術大会（静岡大会）の開催 

医療の最前線で業務を行っている東海四県の薬剤師が、日頃の業務の成果を発表し、講演

し、意見交換する東海地区の「東海薬剤師学術大会」を開催し、薬剤師の学術的水準を高め

ることにより、県民の健康な生活の確保及び向上に寄与することを目的としている。 

令和４年度は、静岡県が主催県となり、11 月 27 日（日）に静岡県コンベンションアーツ

センター（グランシップ）において開催した。 

従来、東海薬剤師学術大会は現地開催方式であったが、今回は現地開催と WEB 開催のハ

イブリッド方式とした。また、参加登録は事前登録と当日登録の 2種類とし、事前登録には

WEB 上でイベント管理、チケット販売が行えるウェブサービス「Peatix（ピーティックス）」

を活用した。 
会期：11月 27 日（日） 

会場：静岡県コンベンションアーツセンター（グランシップ） 

参加登録者数：1,104 名（静岡県 475 名、三重県 177 名、岐阜県 104 名、愛知県 231 名、

その他 117 名） 

日程： 

時  間 内  容 場  所 WEB 配信 
9:30～ 受付 大ホールエントランス  
10:00～10:30 開会式 1 階 中ホール ○ 
10:40～12:10 特別記念講演 1 階 中ホール ○ 

12:20～12:55 昼食 

1 階 中ホール 
6 階 交流ホール 
10 階 会議室 1001-1・2 
11 階 会議ホール・風 

 

12:55～13:40 企業協賛セミナーＡ 1 階 中ホール ○ 
   〃 企業協賛セミナーＢ 10 階 会議室 1001-1・2 ○ 
   〃 企業協賛セミナーＣ 11 階 会議ホール・風 ○ 
14:00～16:30 教育講演 1 階 中ホール ○ 
   〃 研究発表（口頭） 10 階 会議室 1001-1・2 ○ 
   〃 シンポジウム 11 階 会議ホール・風 ○ 
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12:00～16:30 ポスターセッション 6 階 展示ギャラリー  
10:00～16:30 書籍販売 6 階 ロビー  

［特別記念講演］ 

演 題 「未来の「総合知」を薬剤師の手から育むために  これからの薬剤師と薬学の 

ビッグピクチャーを描こう 」 

講 師 作家 瀬名秀明 

座 長 静岡県薬剤師会会長 石川幸伸 

［教育講演］ 

講演１ 演題「アトピー性皮膚炎について医師の立場から」（60分） 

講 師 中東遠総合医療センター アレルギー疾患研究センター長、同・皮膚科・皮膚腫

瘍科診療部長 浜松医科大学名誉教授 戸倉新樹 

講演２ 演題「アトピー性皮膚炎について薬剤師の立場から」（60 分） 

講 師 公益財団法人 佐々木研究所 大谷道輝 

座 長 静岡県立大学薬学部 内野智信 

［シンポジウム］ 

テーマ 薬剤師の今後の使命、薬剤師として生き残るためには 

座 長 静岡県薬剤師会副会長 岡田国一 

基調講演 参議院議員 本田顕子（30 分） 

シンポジスト（各 15 分） 

（行政）静岡県健康福祉部生活衛生局薬事課薬事企画班班長 中村孝寛 

（大学）静岡県立大学薬学部分子病態学分野教授 森本達也 

（病院）コミュニティーホスピタル甲賀病院医療技術部部長、静岡県病院薬剤師会常任理

事 渡邉 学 

（開局）グリーン薬局、静岡県薬剤師会常務理事 植 兆満 

討 論：（60 分） 

［口頭発表／静岡県発表者］ 

№ 
地域・ 

職域等 
発表者氏名 所属 題名 

1 富士宮 渡邉博文 富士宮市薬剤師会富士

宮薬局 コロナ禍における一般用医薬品の重要性 

2 静岡 木村 緑 すずらん薬局東新田店 調剤薬局における「症例検討会」立ち上げの試み 

3 焼津 藤ヶ谷永子 マリン薬局 
（一社）焼津市薬剤師会における多職種連携のた

めの取り組み～介護サービス事業者からの相談

事例分析とお薬出前講座による啓蒙活動報告～ 

4 浜松 鈴木常義 アンク薬局 
コロナウイルス感染拡大時における調剤薬局の

感染対策設備の導入および薬局薬剤師の感染対

策行動に関するアンケート調査 
［ポスター発表／静岡県発表者］ 

№ 
地域・ 

職域等 
発表者氏名 所属 題名 

1 伊東熱海 安立寿美子 おおぞら薬局荻店 当薬局におけるヒヤリ・ハット事例の分析報告 
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2 三島 竹端尚美 ことぶき薬局 当法人における副作用モニターのまとめ 

3 沼津 立川萌乃 小島薬局本店 地域の健康増進を目的とした健康サポート薬局

の活動事例 

4 沼津 吉田昂志 メイプル薬局高沢店 社内在宅症例発表会から見えた、在宅訪問薬剤

師のその後の意識調査と行動変容 

5 沼津 長倉正佳 小島薬局在宅センター 当薬局における無菌調剤の実績 

6 沼津 田代知子 アリス薬局吉田町店 コロナ禍における保険薬局での発熱等の患者対

応について －今、薬局薬剤師にできること－ 

7 富士宮 中川喜文 中川薬局 在宅医療で共有できていないキーワード 

8 富士宮 鈴木豊秀 富士宮市立病院 薬局こそできる！薬物療法適正化と CKD 進展

予防 

9 清水 長田正章 木の下町薬局 SARS-Covid-19 ワクチン接種事業取り組みにつ

いて 

10 静岡 太田文子 たまち薬局 COVID-19 ワクチン接種後に重篤な副反応を発

症した 3 事例 

11 静岡 藁科真基 薬局メディスン中田店 コロナ禍における調剤業務 ～小児発熱外来応

需の現状～ 

12 静岡 西村生子 石川薬局小鹿店 薬局におけるフレイル予防イベントの取り組み

と課題 

13 焼津 鈴木香緒里 クローバー薬局 （一社）焼津市薬剤師会における「ブラウンバッ

グ利用促進運動」活動報告 

14 焼津 伊藤流星 中里薬局さくら店 保険薬局における医薬品廃棄の原因分析とその

対応策についての検証 

15 島田 清水雅之 みどりや薬局 島田市における薬剤師と包括支援センターによ

る多職種連携会議整備の取り組み 

16 榛原 佐々木康太 なごみ薬局 医療安全に向けたはいやくの取り組み 

17 小笠袋井 宇藤陽平 中宿薬局 AGEs を用いた健康アドバイス 

18 小笠袋井 箙 祐司 南山堂ホールディング

ス学術研究委員会 
新型コロナウイルスに対する調剤薬局の取り組

みについて 

19 浜松 増井俊充 株式会社フォーリア 薬剤師の対人業務向上に資するプロブレム設定

への取り組み 

20 薬学技術公

務員協議会 若松雄二 静岡県富士健康福祉セ

ンター 
医薬品製造業者に対する無通告立入検査につい

て 

21 静岡 久保田倫代 (公社)静岡県薬剤師会 

医薬品情報管理センター 

「高齢者くすりの相談室（事例集）」の継続発行

と評価 ～薬局経由で静岡県民の医療リテラシ

ーを高める～ 
 

３ 薬剤師・薬局機能の充実及び医療安全対策の推進 

（１）健康サポート薬局制度の推進 

健康サポート薬局の推進を図るため、健康サポート薬局に常駐が義務付けられている薬剤

師の資質確保のための「健康サポート薬局のための技能習得型研修」を開催した。 

ア a 健康サポート薬局のための技能習得型研修会の開催 

［研修会Ａ：第１回健康サポートのための多職種連携研修会］ 
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実施日：７月３日（日） 
場所：三島商工会議所会館（三島市） 
受講者数：４３名 

内 容 講 師 

健康サポート薬局の基本理念 
日本薬剤師会会長 山本 信夫 
日本薬剤師会副会長 田尻 泰典 
（ＤＶＤ講義） 

健康サポート薬局の理念：地域包括ケアに対

応した薬局・薬剤師 静岡県薬剤師会常務理事 鈴木 孝一郎 

グループ討議：薬局が地域の資源とどのよう

に繋がるか 静岡県薬剤師会常務理事 天野 雄一郎 

当該地域の医療・保健・健康・介護・福祉等の資源と健康サポート薬局の連携 
静岡県における健康課題と健康増進施

策 
静岡県健康福祉部健康局健康増進課 
課長 島村 通子 

他職種等の取り組みについて～健康サ

ポート薬局との連携を探る～ 

①公益社団法人静岡県栄養士会 
会長 坪井 厚 

②はら地域包括支援センター 
副センター長、社会福祉士 山本 晃大 

静岡県の医療・保健・健康・介護・福祉

等の資源について 静岡県薬剤師会理事 曾根 啓紀 

地域包括ケアシステムの中で健康サポート薬

局としての役割を発揮するための各職種・機

関との連携による対応等に関する演習 
静岡県薬剤師会常務理事 天野 雄一郎 

私たちの目指す健康サポート薬局の姿 静岡県薬剤師会常務理事 天野 雄一郎 

［研修会Ａ：第２回健康サポートのための多職種連携研修会］ 
実施日：８月 28日（日） 
場所：静岡商工会議所会館（静岡市葵区） 
受講者数：７６名 

内 容 講 師 

健康サポート薬局の基本理念 
日本薬剤師会会長 山本 信夫 
日本薬剤師会副会長 田尻 泰典 
（ＤＶＤ講義） 

健康サポート薬局の理念：地域包括ケアに

対応した薬局・薬剤師 静岡県薬剤師会常務理事 鈴木 孝一郎 

グループ討議：薬局が地域の資源とどのよ

うに繋がるか 静岡県薬剤師会常務理事 安達 士郎 

当該地域の医療・保健・健康・介護・福祉等の資源と健康サポート薬局の連携 
静岡県における健康課題と健康増進施

策 
静岡県健康福祉部健康局健康増進課 
健康増進班長 松島 明子 

他職種等の取り組みについて～健康サ

ポート薬局との連携を探る～ 

①公益社団法人静岡県栄養士会 
前会長 坪井 厚 

②静岡市清水区港南地域包括支援センター 
主任介護支援専門員・社会福祉士 
福田 智一 

静岡県の医療・保健・健康・介護・福祉

等の資源について 静岡県薬剤師会理事  小鷹 和美 

地域包括ケアシステムの中で健康サポート

薬局としての役割を発揮するための各職種・

機関との連携による対応等に関する演習 
静岡県薬剤師会常務理事 安達 士郎 
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私たちの目指す健康サポート薬局の姿 静岡県薬剤師会常務理事 安達 士郎 

［研修会Ｂ：第１回健康サポートのための薬剤師の対応研修会］ 
実施日：８月７日（日） 

場所：三島商工会議所会館（三島市） 
受講者数：１１名 
内容：① 薬局・薬剤師を巡る現状と健康サポート薬局 

講師：静岡県薬剤師会常務理事 安達 士郎 
② 一般用医薬品等を取り巻く現状 
 講師：日本薬剤師会常務理事 岩月 進（ＤＶＤ講義） 

③ 薬局利用者の状態把握と販売時と販売後の対応（演習） 
講義、グループワーク等を通じ、薬局利用者の相談内容から適切に情報を

収集し、状態、 状況を把握し、それに合わせた適切な対応を行う力を身に

つけます。 
演習進行役：静岡県薬剤師会常務理事 安達 士郎 
講師：日本薬剤師会一般用医薬品等委員会委員長 亀山 貴康（ＤＶＤ講義） 

昭和大学薬学部社会健康薬学講座医薬品評価薬学部門 
准教授  亀井 大輔先生（ＤＶＤ講義） 

④ まとめ 静岡県薬剤師会常務理事 安達 士郎 
［研修会Ｂ：第２回健康サポートのための薬剤師の対応研修会］ 
実施日：11 月３日（木・祝） 

場所：静岡商工会議所会館（静岡市葵区） 
受講者数：２０名 
内容：① 薬局・薬剤師を巡る現状と健康サポート薬局 

講師：静岡県薬剤師会常務理事 安達 士郎 
② 一般用医薬品等を取り巻く現状 
 講師：日本薬剤師会常務理事 岩月 進（ＤＶＤ講義） 

③ 薬局利用者の状態把握と販売時と販売後の対応（演習） 
講義、グループワーク等を通じ、薬局利用者の相談内容から適切に情報を

収集し、状態、 状況を把握し、それに合わせた適切な対応を行う力を身に

つけます。 
演習進行役：静岡県薬剤師会理事 松永 敏広 
講師：日本薬剤師会一般用医薬品等委員会委員長 亀山 貴康（ＤＶＤ講義） 

昭和大学薬学部社会健康薬学講座医薬品評価薬学部門 
准教授  亀井 大輔先生（ＤＶＤ講義） 

④ まとめ 静岡県薬剤師会常務理事 安達 士郎 
         b 地域包括ケアシステムに関する研修の実施 

地域包括ケアシステムに関する研修用 DVD を作成し、地域薬剤師会や地域連携薬局 

等への貸し出しを行った。 

貸出件数：10 薬局（うち地域連携薬局：８薬局） 
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受講者数：64 名 
イ 健康サポート薬局制度に関する情報の収集及び提供 

日薬等から発出される情報を随時収集し、地域薬剤師会へ情報提供を行った。 

（２）「薬と健康の週間」関連事業の推進 

ア 「薬と健康の週間」関連事業への助成 

薬剤師会 事業名 実施主体 開催日 

沼津 
薬剤師会 

2022 ふく See 
ぬまづ福祉まつり

への参加 

2022 ふく See 
ぬまづ福祉ま

つり実行委員

会 

期日：10 月 10 日（月） 
場所：プラサヴェルデ多目的ホール 
内容：認知症の確認検査、服薬支援グッズの

展示、栄養相談、健康・お薬相談のブースを

出展した。 

富士宮市 
薬剤師会 

みややく薬と健康

フェア 
富士宮市 
薬剤師会 

期日：10 月 19 日（水） 
場所：富士宮市薬剤師会館 
内容：富士宮市役所福祉企画課・健康増進課、

富士宮警察、静岡県富士保健所、富士宮看

看連携、富士宮市立病院、公社）静岡県栄

養士会等と連携し実施。 
来場者：約 100 名（※コロナ感染予防状況を

考慮し入場制限、１時間当たり 60 名） 

静岡市 
薬剤師会 

リレー・フォー・ラ

イフ・ジャパン2022
静岡 

リレー・フォ

ー・ライフ静岡

実行委員会 

期日：11 月 12 日（土） 
場所：静岡県立大学草薙キャンパス 
内容：リレー・フォー・ライフ・ジャパン 2022

静岡に静岡市薬剤師会として参加 
・セルフウォークチームに参加 
・イベントテント内にてアルコールパッチ

テストを実施 
・薬剤師の在宅訪問についての説明 
・個別お薬相談会 

島田 
薬剤師会 

ドーピング妖怪ス

タンプラリー 
島田 
薬剤師会 

期間：令和 4 年 11～12 月 
場所：島田市内の会員薬局 
内容：協力事業所、学校、医療機関等にスタン

プカードを配置。子供を中心にその家族が

処方せん無しでスタンプラリー実施薬局訪

れた来局者に対して、薬局が健康相談を含

めた声掛けを行った。 
処方せんを持参せずとも薬局に来局する

機会となり、地域住民に対し薬局が健康相

談等をできる拠点として認識された。 
今回の実績を踏まえ今後も継続していく事

業とする。 
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浜松市 
薬剤師会 

「かかりつけ薬剤

師・薬局」市民啓発

事業 

浜松市 
薬剤師会 

地域住民が、かかりつけ薬剤師・薬局を積極的

にかつようできるように普及啓発を図ることを

目的にメディアを利用した薬剤師職能の PR を

行う。 
掲載媒体 静岡新聞びぶれ（西部版） 
掲載期日 11 月 3 日号発刊号 
掲載企画 気軽に立ち寄って、薬のことや健

康のことについて相談できるかかりつけ

薬局「かかりつけ薬局・薬剤師」や職能を

活かした地域活動などを紹介 

浜松市薬

剤師会 

「くすりと健康フ

ェスタ」市民啓発事

業 

浜松市 
薬剤師会 

期日：11 月 3 日（木・祝） 
場所：遠鉄百貨店新館 8 階 えんてつホール 
内容： 

①薬物乱用撲滅ポスター作品展 
②おくすり・健康・禁煙相談 
③介護相談・脳年齢測定 
④災害対策パネル展示 
⑤薬立つ講座「身近な薬草～漢方よもやま話～」 
⑥健康講座「年代別による栄養の摂り方」 

浜松市薬

剤師会 
市民公開講座「薬立

つ講座」 
浜松市 
薬剤師会 

期日：11 月 3 日（木・祝） 
場所：遠鉄百貨店新館 8 階 えんてつホール 
講演内容：身近な薬草～漢方よもやま話～ 
講師：浜松市薬剤師会元副会長 徳田功 

イ 日本薬剤師会「薬と健康の週間」統一事業への協力 

「薬と健康の週間」は、医薬品を正しく使用することの大切さ、そのために薬剤師が果

たす役割の大切さを一人でも多くの方に知ってもらうことを目的に、厚生労働省、各都道

府県、日本薬剤師会、都道府県薬剤師会が主催となり、ポスターなどを用いて積極的な啓

発活動を行う週間であり、毎年 10月 17 日から 23 日が実施期間となっている。 

日本薬剤師会では、例年、同週間に合わせて「全国統一事業」を主導しているが、今年

度は前年同様、新型コロナウイルス感染症対策を最優先とするため実施しないこととし、

各薬局には日薬作成の各種啓発資材をホームページからダウンロードのうえ活用いただ

くこととした。 

ウ 医薬品及び健康づくりに関する啓発イベントへの協力 

医薬品及び薬剤師の役割に関する正しい認識を県民に浸透させるための地域薬剤師会

及び関係団体が実施する健康フェア等に協力することにより、県民の健康な生活の確保及

び向上に寄与することを目的としている。 

令和４年度は、新型コロナウイルス感染症対策のため、県薬主催イベントは開催せず、

また、関係団体主催や地域薬剤師会関連イベントも比較的小規模な開催となった。 

（３）医薬分業の質的向上を図るための対策 
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ア 地域連携薬局推進のための医療機関と薬局の連携モデル事業の実施 

今年度の委託事業「令和４年度かかりつけ薬剤師・薬局普及促進事業」を受託し、薬局

と医療機関の連携を推進するモデル事業を行うとともに、各地域で行う在宅訪問推進活動

（薬局の在宅業務の周知、相談応需、薬局間の調整等）を実施した。また多職種と連携し

た在宅業務等の推進における課題や方策を検討した。 
 地域の実情に応じて、薬局と医療機関の連携推進に向けたモデル事業を５地域で、地域

の薬局間の連携推進に向けた事業を３地域で実施し、運用事例、課題等を収集した。 
実施事業／モデル地域 焼津

市 
藤枝 沼津 清水 小笠

袋井 
熱海

伊東 
三島

市 
磐田 

ア 入退院時等の連携推進 ○ ○       
イ 薬薬連携の推進 ○ ○ ○ ○ ○    
ウ 地域の調剤連携体制整

備推進 
     ○ ○ ○ 

（ア）入退院時等の連携推進 
 多職種を含めた検討会、薬局薬剤師と病院薬剤師の相互研修、薬剤使用期間中の患者の

継続的なフォローアップ研修等を通じて入退院時等の情報共有を推進した。 
モデル地域：焼津市薬剤師会、藤枝薬剤師会 

  実施時期：令和４年７月～12月 

  参加薬局：84 薬局（焼津市薬剤師会 48 薬局、藤枝薬剤師会 36 薬局） 

 【事業説明】 

モデル地域 実施日 場所 

焼津市薬剤師会 令和４年５月 25日（水） 焼津文化会館 

焼津市薬剤師会 令和４年６月 23日（木） 焼津文化会館 

藤枝薬剤師会 令和４年８月 23日（火） 小杉苑（藤枝市） 

 【焼津モデル事業推進委員会】 

回次 実施日 場所 

１ 令和４年５月 11日（水） 大覚寺薬局（焼津市） 

２ 令和４年６月８日（水） 大覚寺薬局（焼津市） 

３ 令和４年 11 月７日（月） 大覚寺薬局（焼津市） 

【藤枝モデル事業推進委員会】 

回次 実施日 場所 

１ 令和４年６月 16日（木） 藤枝市生涯学習センター 

２ 令和４年８月４日（木） 藤枝市生涯学習センター 

３ 令和４年 12 月 15 日（木） 藤枝市生涯学習センター 

 【病院と薬局の相互研修】 

実施日 病院・地域薬剤師会 受講者数 

令和４年６月 15日（水） 

第２回生涯学習研修会 

コミュニティーホスピタル甲賀病

院・焼津市薬剤師会 

42 名 

  ※９月開催予定の相互研修は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 
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 【服薬状況等の継続的なフォローアップ研修会】 

実施日 地域薬剤師会 受講者数 

令和４年６月 23日（水） 

焼津地域モデル事業説明会 

焼津市薬剤師会 48 名 

令和４年 10 月 19 日（水） 

第６回生涯学習研修会 

焼津市薬剤師会 48 名 

 【入退院時等の連携推進】 

実施期間 病院・地域薬剤師会 実施数 

令和４年７月～12 月 焼津市立総合病院・焼津市薬剤師会 24 

令和４年７月～12 月 コミュニティーホスピタル甲賀病

院・焼津市薬剤師会 

188 

令和４年９月～11 月 藤枝平成記念病院・藤枝薬剤師会 34  

 【継続的フォローアップ】 

実施期間 地域薬剤師会 実施数 

令和４年７月～12 月 焼津市薬剤師会 2,480 

【おくすり相談バッグの配布】 

実施期間 地域薬剤師会 配布数 

令和４年７月～12 月 焼津市薬剤師会 1,600 

（イ）薬薬連携の推進 
 検査値記載予定の医療機関、またはがん化学療法に関する専門医療機関の薬剤師と薬 

局薬剤師との連携方法を検討し、研修を通じて情報共有を推進した。 
 【がん化学療法に関する専門研修会】 

  モデル地域：沼津薬剤師会、清水薬剤師会、焼津市薬剤師会、藤枝薬剤師会、小笠袋

井薬剤師会 

実施日 病院・地域薬剤師会 受講者数 

令和４年８月３日（水） 

第３回がんレジメン研修会 

焼津市立総合病院・焼津市薬剤師会 20 名 

令和４年 10 月 13 日（木） 

清水区薬薬連携研修会 

静岡市立清水病院・清水薬剤師会 96 名 

令和４年 11 月 17 日（木） 

外来がん化学療法セミナー 

静岡医療センター・沼津薬剤師会 65 名 

令和４年 12 月 19 日（月） 

菊川市立総合病院・保険薬

局勉強会 

菊川市立総合病院・小笠袋井薬剤師

会 

23 名 

令和５年 １月 27 日（金） 

がん化学療法勉強会 

藤枝平成記念病院・藤枝薬剤師会 19 名 

 （ウ）地域の調剤連携体制整備推進 
  麻薬調剤応需体制の整備のための麻薬小売業者間譲渡に関する研修等を開催し、地域

の調剤連携体制整備を推進した。 
 モデル地域：沼津薬剤師会・小笠袋井薬剤師会 

 【麻薬小売業者間譲渡研修会等の開催】 
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実施日 地域薬剤師会 受講者数 

令和４年６月 13日（月） 

磐田薬剤師会勉強会 

磐田薬剤師会 38 名 

令和４年８月 25日（木） 

生涯学習研修会 

伊東熱海薬剤師会 23 名 

令和５年１月 18日（水） 

三島市薬剤師会研修会 

三島市薬剤師会 35 名 

イ 医薬分業の質的向上を図るための研修会の開催 

[薬剤師ステップアップ研修会] 

開催日：11 月 13 日（日） 

場所：静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 

内容：①「進展するＤＸ時代の中での薬剤師」 
講師：日本薬剤師会副会長 渡邊 大記 

②改正薬機法について「薬機法から見る調剤報酬改定」 

講師：静岡県薬剤師会常務理事 菅沼 貴仁 
③「薬局と医療機関との連携推進について」 

・モデル事業（藤枝市）について 

・～薬薬連携の現状と課題～ 

講師：静岡県薬剤師会理事 松永 敏広 
受講者数：４３名 

ウ 緊急避妊に係る診療の提供体制整備への対応 

    緊急避妊薬は「オンライン診療の適切な実施に関する指針」において、初診からオン

ライン診療を行う医師は一錠のみ院外処方を行うこととし、受診した女性は薬局におい

て研修を受けた薬剤師による調剤を受け、薬剤師の面前で内服することとされているた

め、各地域における対応可能な薬局・薬剤師を育成するため研修会を行った。 

開催日：２月５日（日） 

配信方法：Zoom ウェビナーを利用したリアルタイム Web 配信 

配信場所：静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 

内容：①「オンライン診療の適切な実施に関する指針と緊急避妊薬の調剤について」 
②「オンライン診療に伴う緊急避妊薬処方上の留意点」 

1）「緊急避妊について」 

講師：公益社団法人日本産婦人科医会副会長・前田産科婦人科医院理事長 

       前田 津紀夫 

 2）月経、月経異常、ホルモン調節機序 

講師：静岡赤十字病院産婦人科部長 根本 泰子 

3）「ＯＣ全般と避妊法」 

講師：宮﨑クリニック副院長 宮﨑 千恵子 

③オンライン診療に伴う緊急避妊薬の調剤について 

1）薬局での調剤の手順について 
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2）患者対応等について 

受講者数：９５名 

エ 薬機法等への対応 

令和元年 12 月に公布された、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等

に関する法律（薬機法）等の一部を改正する法律の一部の施行について会員へ周知するた

め、令和３年度に開催延期となった、県内の地域薬剤師会実施の説明会へ説明者を派遣し

た。 

開催回数１回、16 薬局・薬剤師 19 名が参加した。 

内容：「改正薬機法について（令和３年８月施行分を中心に）」 

対象者：薬局開設者（薬剤師に限る）及び管理薬剤師 

また、11 月 13 日開催の「薬剤師ステップアップ研修会」において、薬機法の理解を深

めるべく講義を実施した。 

オ  薬局機能充実のための事業継承への対応 

  当初、先進的な取組みを行っている福岡県薬剤師会への視察訪問を予定していたが、コ

ロナ禍のため中止となった。また、日本薬剤師会第 101 回臨時総会への質問として東海ブ

ロックに提案した。引き続き、令和５年度への検討課題とした。 

カ 次世代薬剤師指導者研修会の開催 

日本薬剤師会は、平成 30 年度から令和３年度に至るまで継続して厚生労働省から薬剤

師生涯教育推進事業の実施法人として採択を受けている。 

本事業は、「病院や地域におけるチーム医療に貢献する薬剤師の養成に向け、地域の実

情に応じた研修の企画・指導や、チーム医療の実践につなげることのできる地域の指導的

立場を担う薬剤師（病院・薬局）の育成。」を目的としている。 

日本薬剤師会では、本事業の一環として令和３年度から「次世代薬剤師指導者研修会」

を開催しており、静岡県薬剤師会では翌年度からその内容伝達のための同名研修会を開催

してきたところである。 

従来は学術情報部にて研修会の立案、開催を行ってきたが、令和４年度においては、研

修テーマが多岐にわたることから、今後は複数の部での調整が必要との考えに至り、研修

会の開催を見送ることとした。 

（４）調剤過誤防止対策の推進 

薬局に従事する薬剤師に対し、調剤過誤防止対策や医療安全に関する講習等を実施し、適

切に調剤業務を行うことにより、県民の健康な生活の確保及び向上に寄与することを目的と

して実施した。 
ア 調剤過誤防止・医療安全管理に関する情報の収集及び提供 

薬局における「医薬品等の安全管理体制」の整備が求められ、年２回程度の薬局等従業

員に対する安全管理のための研修会の実施が義務付けられている。 

開催日：１月 21日（土） 

開催方式：Zoom ウェビナーを利用したリアルタイム Web 配信 

配信場所：静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 

内容：①「静岡県における薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業への参加状況につ 
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いて」 
講師：静岡県薬剤師会常務理事 鈴木 孝一郎 

②「令和４年度静岡県薬剤師会ヒヤリ・ハット事例収集の結果報告と考察」 
講師：静岡県薬剤師会理事 鈴木 亮士 

③「医療安全にかかる法的知識の基礎～業務手順書の重要性～」 
  講師：中外合同法律事務所弁護士 赤羽根 秀宜 

受講者数：１８７名 

イ 日本医療機能評価機構「薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業」への協力 

調剤過誤防止・医療安全講習会において、「薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業」

への登録及び協力を呼びかけた。 
（５）要指導医薬品・一般用医薬品販売に関する講習会の開催 

薬局における要指導医薬品及び一般用医薬品の購入者に対し、医薬品を正しく使用するた

めに必要な注意事項等の情報を提供し、また相談に対応できるよう、薬剤師としての要指導

医薬品及び一般用医薬品の販売に関する知識及び技能の向上を図り、もって県民の健康な生

活の確保及び向上に寄与することを目的としている。 

令和４年度も薬物濫用に向けた取り組みについて参加者への啓発を行った。 

開催日：２月 19日（日） 
場所：Zoom ウェビナーを利用したリアルタイム Web 配信 
内容：①「薬局への監視指導等について」 

講師：静岡県健康福祉部生活衛生局薬事課薬事企画班主任 栗田 幹基 
②「OTC 販売についての日薬の考え方」 

講師：日本薬剤師会常務理事 岩月 進 
③「地域住民のセルフメディケーションに薬局及び一般用医薬品が果たす役割」 

講師：静岡県薬剤師会理事 小鷹 和美 
受講者数：１１７名 

（６）「お薬手帳」の普及・推進 

お薬手帳のお薬手帳の有効活用を促すべく研修会コンテンツを作成し、各地域薬剤師会で

研修会を実施した。９地域薬剤師会において実施、計 347 名が参加した。 

また、９月 11 日開催の「令和４年度調剤報酬等請求に関する講習会」において講義を実

施した。 

（７）高度管理医療機器等の販売業等に係る継続研修会の開催 

薬機法で義務付けられている高度管理医療機器等販売業・賃与業の営業所の管理者等の継

続研修を実施し、管理者等の技能向上を図ることにより、県民の健康な生活の確保及び向上

に寄与することを目的としている。 

なお、従来、年に１～２回、現地開催方式により実施していたが、今年度は年に１回、一

定期間において WEB 動画を視聴するオンデマンド方式で実施した。 

主催：日本薬剤師会 

共催：静岡県薬剤師会 

対象者：高度管理医療機器等の販売業または賃与業営業所管理者（薬機法施行規則第 168
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条）／医療機器修理業の責任技術者（薬機法施行規則第 194 条） 

動画視聴期間：８月 19日（金）～21 日（日）の任意の時間帯 

場所：各勤務先または自宅等 

受講者数：330 名 

内容： 

1.「薬機法その他薬事に関する法令」 

講師：公益財団法人 医療機器センター 常務理事 新見裕一氏 

2.「医療機器の品質管理」 

講師：一般社団法人 日本医療機器産業連合会 販売・保守委員会 委員 浦冨恵輔氏 

3.「医療機器の不具合報告及び回収報告」 

講師：一般社団法人 日本医療機器産業連合会 PMS 委員会 委員 三田哲也氏 

4.「医療機器の情報提供」 

講師：公益財団法人 医療機器センター 医療機器産業研究所 主任研究員 本田大輔氏 

 

４ 医薬品等情報活動の推進  

（１）医薬品情報管理センターの運営 

医薬品に関する情報の収集及び解析を行い、県民からの医薬品等に関する相談や苦情に応

需し、医薬品に関する正しい情報を提供することにより、県民の健康な生活及び向上に寄与

することを目的としている。 

ア 医薬品等に関する情報の収集及び解析 

雑誌、書籍、データベース等を利用して、医薬品及び健康食品に関する情報の収集及び

解析を行った。 

イ 医薬品等に関する情報の会務組織、医療関係者及び関係機関・団体への提供 

静岡県薬剤師会の会務組織のほか、関係機関・団体等への医薬品に関する情報の提供に

努めた。 

ウ 患者及び家族等が抱える医薬品等に関する相談・苦情の応需 

医薬品情報管理センターに寄せられた相談等に応需した。 

［令和 4年度相談・質問件数］ 

窓口 一般 薬局 病・医院 公共機関 卸 計 

県薬 1,596  17 30 23 0 1,666 

中部地区 315 0 1 1 2 319 

西部地区 539 25 2 2 0 568 

計 2,450 42 33 26 2 2,553 

―内容別質問件数― 

内 容 県薬 中部 西部 計 

1.医薬品の副作用・相互作用 156 82 232 470 

2.妊産婦・授乳婦の薬の服用 17 4 9 30 

3.医薬品の用法 228 76 57 361 

4.医薬品の成分・薬理･適応症 539 56 122 717 

5.医薬品の製剤的事項 67 8 21 96 

6.民間薬・漢方薬 11 1 0 12 
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7.鑑別 0 0 1 1 

8.消毒薬 5 0 0 5 

9.治験薬・市販薬の有無 1 4 10 15 

10.疾病・症状 135 60 46 241 

11.臨床検査 19 5 7 31 

12.食品・健康食品・食品添加物 46 6 7 59 

13.医薬部外品・化粧品・洗剤 0 0 0 0 

14.農薬・園芸・殺虫剤・動物薬 0 0 0 0 

15.医療用具・健康器具 0 0 0 0 

16.毒性・中毒事故・公害・産業中毒 2 2 10 14 

17.化学薬品・試薬 0 0 1 1 

18.法規・薬事関係 29 1 0 30 

19.文献依頼 29 0 0 29 

20.その他 382 14 45 441 

計 1,666 319 568 2,553 

エ 高齢者医薬品安全使用推進事業の推進 

医薬品等の安全使用を推進するため、高齢者及びその家族が抱える医薬品等に関する相

談・苦情に応ずるとともに、医薬品を安全かつ的確に使用するために必要な情報を広く県

民に提供することを目的としたもので、県内３箇所（静岡・浜松各地域薬剤師会及び県薬）

の医薬品情報管理センター内の「高齢者くすりの相談室」において医薬品情報の提供及び

相談活動を実施した。 

また、寄せられた相談を事例集（第 27 集、10,000 部発行）として作成し、希望者（一

般県民）及び関係機関等に配布した。 

［令和 4年度の相談件数］ 

区分 県薬窓口 中部窓口 西部窓口 計 

相

談

件

数 

 1,596 315 539 2,450 

本人 1,289 283 478 2,050 

家族等 307 32 61 400 

不明 0 0 0 0 

性

別 

男性 405 79 126 610 

女性 1,146 236 413 1,795 

不明 45 0 0 45 

本

人

の

年

齢 

60 歳代 402 90 199 691 

70 歳代 343 117 132 592 

80 歳代 231 26 161 418 

90 歳代 23 4 45 72 

その他・不明 597 78 2 677 

―相談内容別件数― 

内 容 県薬 中部 西部 計 

薬の適正使用に関すること 552 90 279 921 

薬のはたらきに関すること 562 129 174 865 

健康食品、食品添加物に関すること 60 5 13 78 

その他保健衛生に関すること 422 91 73 586 

計 1,596 315 539 2,450 
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―相談者住所別件数― 

静岡市 1,069 焼津市 30 湖西市 5 長泉町 2 

浜松市 516 掛川市 33 菊川市 13 小山町 0 

沼津市 54 藤枝市 81 伊豆の国市 0 吉田町 7 

熱海市 6 御殿場市 7 東伊豆町 3 川根本町 0 

三島市 83 袋井市 29 河津町 16 森町 0 

富士宮市 18 下田市 3 南伊豆町 0 他県・不明 215 

伊東市 36 裾野市 7 松崎町 0 計 2,450 

富士市 59 伊豆市 0 西伊豆町 0 

 島田市 48 御前崎市 0 函南町 1 

磐田市 52 牧之原市 37 清水町 20 

 

［「高齢者くすりの相談室第 27 集」の内容］ 

区分 質 問 

高 齢 者 質問１ 認知症予防にコグニサイズ 

新型 

コロナウイルス 
質問２ 新型コロナウイルス感染症の治療薬など 

薬の使い方 

質問３ 市販のかぜぐすり 

サイドメモ セルフメディケーション税制を利用しましょう！ 

質問４ とろみ剤が錠剤の崩壊に影響する？ 

サイドメモ 便中に錠剤が出てきても心配ないものもある 

質問５ “トリセツ” よく読み服用を   

質問６ 漢方薬での治療 

病気と薬 

質問７ 前立腺肥大の治療薬 

質問８ 頭痛ガイドライン 2021 

サイドメモ 頭痛ダイアリーを利用しましょう ！ 

質問９ 難聴のステロイドパルス療法 

副作用 

質問 10 骨粗鬆症治療薬（ビスホスホネート系薬剤）の副作用 

サイドメモ ビスホスホネート系薬剤（飲み薬）の服用を忘れた時は 

質問 11 患者・家族からの副作用報告 

質問 12 「医薬品副作用被害救済制度」とは 

健康食品 

サプリメント 

質問 13 サプリメントは必要？ 

サイドメモ 「アドバイザリースタッフ」に相談しよう！ 

質問 14 認知機能改善を標ぼうする機能性表示食品のネット広告への

改善指導 

公 衆 衛 生 

質問 15 生活習慣見直して快眠 

質問 16  機内持ち込みの医薬品 

サイドメモ 機内持ち込みあれこれ 

そ の 他 
質問 17 医薬品ＰＬセンターについて 

質問 18 医薬品の個人輸入は大変危険です!! 
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オ 医薬品情報管理センターのあり方の検討 

日本薬剤師会において「令和 4年度薬剤師会薬事情報センター実務担当者等研修会」が

開催され、担当職員が出席した。 

［令和 4年度薬剤師会薬事情報センター実務担当者等研修会］ 

開催日：3月 24 日（金） 

場所：Web 会議 

出席者：久保田医薬品情報管理センター所長 

（２）日本薬剤師会「薬剤イベントモニタリング（ＤＥＭ）」事業への協力 

薬局における医薬品の副作用等の情報を迅速かつ的確に収集するための基盤整備事業「Ｄ

ＥＭ」に協力することにより、県民の健康な生活の確保及び向上に寄与することを目的とし

ている。 

令和４年度は、調査対象医薬品に関する既知および未知のイベントの収集とそのイベント

の評価を目的に、日薬が提示した調査対象医薬品８品目（対象薬：４品目、比較薬：４品目）

について、会員薬局において薬歴からの情報提供を求めた。 

ＤＥＭ事業は、薬局薬剤師が医薬品の安全性向上に積極的に参画する活動であり、その成

果は医薬分業の社会的有用性を明示する意義を併せ持つものである。 

５ 公衆衛生・薬事衛生への対応  

（１）学校薬剤師活動の推進 

ア 医薬品の正しい知識の普及と、薬物乱用防止のための「薬学講座」の実施 

小学生、中学生及び高校生に対し、医薬品の正しい知識の普及を図るとともに、覚醒剤・

大麻・危険ドラッグ・麻薬・シンナー等の薬物の乱用による弊害を周知し、薬物乱用防止

の徹底を図ることにより、児童・生徒の健康な生活の確保及び向上に寄与することを目的

としている。 

令和４年度の実施率は 100.00％、実施校数は 948 校（内訳：小学校 496 校、中学校 288

校、高等学校 137 校、その他の学校 27 校）／948 校、受講者数は 193,828 名（児童・生

徒、教諭及び保護者等）であった。 

イ 学校薬剤師講習会の開催 

学校薬剤師の資質向上を図り、もって学校保健活動を適切に行うことにより、生徒の健

康な生活の確保及び向上に寄与することを目的としている。 

令和４年度は以下のとおり開催した。 

 [令和４年度学校薬剤師講習会] 

開催日：８月 21日（日） 

方式：Zoom ウェビナーを利用したリアルタイム Web 配信 

講義１：「学校環境衛生活動と学校薬剤師  

―新型コロナ感染症対策を経験して―」 

講師：岐阜医療科学大学 薬学部 学部長、教授 永瀬久光    

 受講者数：９０名 

ウ 学校保健教育に係る学校薬剤師活動の検討 

７月 30 日（土）及び２月 12 日（日）の地域薬剤師会学校薬剤師担当者会議において、
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地域薬剤師会から市町教育委員会への働きかけを促し、さらに引き続き今後の検討課題と

した。 

エ 学校環境衛生活動の充実の検討 

学校薬剤師が働きかけることによって、県下全学校において学校環境衛生定期検査を

完全実施することを目的に、検討を行った。 

また、地域薬剤師会学校薬剤師担当者会議等において学校環境衛生基準の考え方等を

周知するとともに、各地域薬剤師会の取組情報を収集し、今後の検討課題とした。 

（２）薬局における偽造処方せん及び多重受診患者に関する情報の収集及び対応 

中部地域に持ち込まれた多重受診患者に関する情報を収集し、第２回地域・職域連絡協議

会において地域へ情報提供及び注意喚起を行った。 

（３）静岡県の「麻薬・覚せい剤乱用防止運動」「危険ドラッグ撲滅運動」への協力 

「麻薬・覚せい剤乱用防止運動」に協力することにより、県民の健康な生活の確保及び向

上に寄与することを目的としている。 

令和４年度は、11 月５日（土）、プラサ ヴェルデ コンベンションホール Aにて開催の

「令和４年度静岡県薬物乱用防止県民大会」に参加した。 

（４）スポーツファーマシストによるドーピング防止活動及び教育啓発活動の推進 

ア 日本アンチ・ドーピング機構「公認スポーツファーマシスト認定制度」への協力 

スポーツ競技者等に対し、薬の正しい使い方の指導、薬に関する健康教育等に関する普

及・啓発を行う公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構公認の「スポーツファーマシス

ト」を養成し、スポーツにおけるドーピングを防止することにより、競技者の健全なスポ

ーツ活動や健康な生活の確保及び向上に寄与することを目的としている。 

令和４年度は、日本薬剤師会において「都道府県薬剤師会アンチ・ドーピング活動担当

者研修会」が開催され、活動推進者、ホットライン担当者が出席した。 

［令和 4年度都道府県薬剤師会スポーツファーマシスト担当者研修会］ 

開催日：12 月１日（木） 

場所：Web 会議 

出席者：大重理事、久保田医薬品情報管理センター所長 

イ 静岡県スポーツ協会によるアンチ・ドーピング活動への協力 

県スポーツ協会設置の「スポーツ医・科学委員会」の委員として、担当役員、担当職員

が加盟団体連絡会議兼ドーピング防止研修会に出席した。 

［日本スポーツ協会「2023 年度国民体育大会に向けたアンチ・ドーピング情報提供会」］ 

開催日：７月３日（日） 

場所：Web 会議 

出席者：大重常務理事、大石スポーツファーマシスト委員 

ウ スポーツファーマシスト・スキルアップ研修会の開催 

来年から国体のドーピング教育が必須となるため講師からアンチ・ドーピングに関する

情報提供をしていただくとともに、スポーツファーマシストのスキルアップを行った。 

［令和４年度スポーツファーマシストスキルアップ研修会］ 

開催日：１月９日（月・祝） 
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場所：静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 
出席者：石川会長、原田副会長、大重・安達常務理事、小鷹理事、委員 
内容：①「東京マラソンを走るマラソン愛好家から推察される薬情報の必要性」 

講師：株式会社 DNS 執行役員サイエンス・オフィサー 青柳清治 
②「サプリメントとドーピングについて～スポーツ栄養の見地から～」 

講師：東京マラソン財団理事長 公益財団法人日本陸上競技連盟評議員                             

伊藤静夫 
③質疑応答及びディスカッション 

座長：静岡県薬剤師会常務理事 大重由香理 
コーディネーター：静岡県薬剤師会スポーツファーマシスト委員 大石順子 

株式会社 DNS 執行役員サイエンス・オフィサー 青柳清治 

東京マラソン財団理事長 公益財団法人日本陸上競技連盟評議員 伊藤静夫                             

受講者数：29 名 
エ スポーツ団体、自治体等へのスポーツファーマシストの派遣 

令和４年度は委員の派遣はしなかった。 

（５）新型インフルエンザ等対策への対応 

  ア 新型コロナウイルス感染症対策への対応 

  （ア）新型コロナウイルス感染症対策本部会議の開催 

「新型コロナウイルス感染症対策本部」の本部会議を、緊急事態宣言の発令など感

染状況に応じた国や県の対応に即して随時開催し、県薬としての対応を検討した。 

（イ）感染拡大防止支援補助金等への対応 

１月から県が実施主体となって実施された「医療機関等物価高騰対策支援金」の利

用促進を各地域薬剤師会に周知した。 

（ウ）薬局における自宅療養等の患者に対する薬剤交付支援事業への協力 

新型コロナウイルス感染症の患者へ迅速に薬剤を交付することや医療従事者の感染

リスクを避けることを目的として、薬局において、新型コロナウイルス感染症の自宅

療養及び宿泊療養の患者に対して調剤及び電話等による服薬指導等を行い、患者宅等

に配送業者により薬剤を配送又は薬局の従事者（薬剤師を除く）が患者宅等に薬剤を

届けた場合の配送料を支援し、各薬局に本事業の活用を呼び掛けた。 

また、令和２年４月 10日付け厚生労働省医政局医事課及び厚生労働省医薬・生活衛

生局総務課事務連絡等に基づき実施する、薬局における電話等による服薬指導等及び

薬剤の配送（本事業の補助対象とならないものも含む）の実施状況を把握した。 

実績は以下のとおりである。 

[薬局における自宅療養等の患者に対する薬剤交付支援事業 交付実績] 

実施期間 令和４年３月１日～令和５年２月末日配送分 

月 
報告薬局数 

（のべ） 

配送業者 

利用件数 

薬剤師以外の 

従事者訪問件

数 

薬剤師訪問件

数 

県薬への 

請求額 

３月 40 44 11 114 12,620 

４月 66 71 27 205 11,748 
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５月 40 83 9 178 11,738 

６月 36 55 3 77 4,056 

７月 69 107 58 481 23,956 

８月 73 188 58 806 52,483 

９月 43 79 15 314 14,528 

10 月 33 56 3 95 6,364 

11 月 46 113 13 254 7,272 

12 月 47 135 36 593 23,510 

１月 43 159 27 769 23,850 

２月 27 47 5 124 2,980 

合計 563 1,137 265 4,010 195,105 

（エ）ワクチン接種への対応  

各地域におけるワクチン接種実施体制構築への協力を呼び掛けるとともに、各地域

薬剤師会におけるワクチン接種への協力状況を調査した。 

実績は以下のとおりである。 

月 

ワクチン接種会場への薬剤師の協力人数（延べ人数） 
ワクチンの調製

に係る県下の研

修の受講者数 
集団接種 

（市町村事

業） 

大規模 

接種 
職域接種 個別接種 計 

４月 1,079 0 0 5 1,084 0 

５月 743 0 0 0 743 0 

６月 277 0 0 0 277 55 

７月 666 0 0 0 666 0 

８月 720 0 0 0 720 0 

９月 518 0 0 0 518 1 

10 月 618 0 0 0 618 1 

11 月 751 0 0 0 751 1 

12 月 862 0 0 0 862 1 

１月 364 0 0 5 369 0 

２月 158 0 0 5 163 0 

３月 66 0 0 5 71 1 

合計 6,822 0 0 20 6,842 60 

（オ）薬剤師のための予防接種研修会の開催 

薬剤師によるワクチンの接種については、「今後の接種の進捗状況を見つつ、必要に

応じて検討」とされている。現時点においては、本研修を以って違法性が阻却されるも
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のではないが、薬剤師はワクチンの取扱い方法や副反応への対応など十分な知識を持っ

ており、注射の手技等の実務を学ぶことでワクチン接種に関する一連の知識を習得する

とともに、今後、社会的要請があった場合にワクチン接種業務に対応できるようにする

ことを目的として、静岡県立大学薬学部と共催で薬剤師のための予防接種研修会を開催

した。 

各講義終了後に確認テストを実施し、全問正解した受講者は実技研修を受講可能とし、

研修終了後、研修プログラム修了者には静岡県薬剤師会会長名にて研修プログラム修了

証を発行した。 

また、研修プログラムの実施状況及び研修プログラム修了者の情報を、日本薬剤師会

へ報告した。 

 [薬剤師のための予防接種研修会] 

 共催：静岡県立大学薬学部 

開催日：２月 23日（木・祝） 

場所：静岡県立大学 

受講者数：20 名 

①講義（動画視聴）及び確認テスト 

 講義（動画） 講師 

講義１ 
新型コロナウイルス感染症に係る

ワクチンに関する基礎知識 
日本薬剤師会 

講義２ 緊急時対応の基礎 日本病院薬剤師会 

講義３ 

新型コロナウイルス感染症に係る

ワクチンの接種に必要な解剖学の

基礎知識 

日本歯科医学会 

講義４－１ 

医療従事者のための新型コロナウ

イルスワクチンを安全に接種する

ための注意とポイント 

厚生労働行政推進調査事業費補助金“新興・再興感

染症及び予防接種政策推進研究事業”「ワクチン

の有効性・安全性と効果的適用に関する疫学研

究」 

講義４－２ 
新型コロナワクチン より安全な

新しい筋注の方法 
日本プライマリ・ケア連合学会 

講義５ 
新型コロナワクチン接種時のアナ

フィラキシーへの対応 
日本医師会 

 
②新型コロナウイルス感染症に係るワクチン接種の実技研修 

 （注射薬シミュレーターを用いた筋肉注射の手技等） 

 実技 講師 

実技１ 
ワクチン接種の流れと安全性へ

の配慮 

静岡県立大学薬学部特任教授  

山田 浩 

実技２ 
薬剤師によるワクチン接種の重

要性と展望 
静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 
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実技３ 
筋肉注射の実際 

（講義・実習） 

静岡県立大学薬学部特任教授 

山田 浩 

静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 

静岡県立大学薬学部講師 三浦 基靖 

（カ）抗原定性検査キット（医療用医薬品・一般用医薬品）販売対応薬局のリスト化 

新型コロナウイルス感染症については、簡便・迅速に結果が判明する抗原検査キット

の積極的な活用が進められているところであり、薬局における抗原定性検査キット（医

療用医薬品・一般用医薬品）の需要も拡大することが想定されることから、抗原定性検

査キット（医療用医薬品・一般用医薬品）販売対応薬局をリスト化し、公式ホームペー

ジにて公表した。 

掲載薬局数は、下記のとおりである。 

 ・抗原定性検査キット（医療用医薬品・一般用医薬品）対応薬局リスト掲載薬局数：444

件（令和５年３月 31 日現在） 

 

６ 地域包括ケアシステムを踏まえた地域医療、介護、保健等の提供体制の取り組みの推進  

（１）医療計画等各種計画及び医療提供体制等への参加・連携促進 

ア 薬剤師の医療、介護提供体制への参加、多職種との連携促進 

［県医療政策課「静岡県医療審議会」] 

回次 開催日 場 所 出席者 

第１回 ８月 23 日（火） 
グランディエール・ブケトーカイ

（静岡市葵区）（Web 併用） 

石川会長 

山口常務理事 

第２回 ３月 27 日（月） 
グランディエール・ブケトーカイ

（静岡市葵区）（Web 併用） 

石川会長 

山口常務理事 

 ［県医療政策課「静岡県保健医療計画策定作業部会」] 

開催日：12 月１日（木） 

場所：グランディエールブケトーカイ（静岡市葵区）(Web 併用) 

出席者：山口常務理事 

［県福祉長寿政策課「地域包括ケア推進ネットワーク会議」] 

回次 開催日 場 所 出席者 

第１回 ６月 書面協議  

第２回 10 月 24 日（月） 
グランディエール・ブケトーカイ

（静岡市葵区）（Web 併用） 
増田副会長 

第３回 ３月８日(水) 
グランディエール・ブケトーカイ

（静岡市葵区） 
増田副会長 

［県福祉長寿政策課「静岡県長寿社会保健福祉計画推進・策定部会意見交換会」] 

開催日：４月 26日（火） 

場所：Web 開催 

出席者：山口常務理事 
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［県福祉長寿政策課「静岡県長寿社会保健福祉計画推進・策定部会」] 

回次 開催日 場 所 出席者 

第１回 10 月 13 日（木） 
グランディエール・ブケトーカイ

（静岡市葵区）（Web 併用） 
山口常務理事 

第２回 １月 12 日（木） 
札の辻クロスホール（静岡市葵区）

（Web 併用） 
山口常務理事 

第３回 ３月 17 日(金) 
レイアップ御幸町ビル（静岡市葵

区）（Web 併用） 
山口常務理事 

［令和４年度厚生労働省委託事業「在宅医療関連講師人材養成事業」] 

開催日：１月 29日（日） 

場所：Web 開催 

出席者：河西常務理事 

［県医師会「シズケアサポートセンター第１回運営評議委員会」] 

開催日：２月１日（水） 

場所：静岡県医師会館（静岡市葵区）（Web 併用） 

出席者：増田副会長 

［県医師会「シズケア＊かけはし運用検討委員会」］ 

回次 開催日 場 所 出席者 

第１回 ６月９日（木） 
静岡県医師会館（静岡市葵区）（Web

併用） 
河西常務理事 

第２回 ２月７日（火） 
静岡県医師会館（静岡市葵区）（Web

併用） 
河西常務理事 

［県医師会「介護保険研修会」］ 

開催日：１月７日（土） 

場所：静岡県医師会館（静岡市葵区）(Web 併用) 

出席者：山口常務理事 

［県医師会「シズケア＊かけはし普及拠点推進事業報告会」］ 

開催日：３月 25日（土） 

場所：静岡県医師会館（静岡市葵区）(Web 併用) 

出席者：増田副会長 

［県看護協会「第１回医療的ケア児等支援ネットワーク会議」] 

開催日：３月１日（水） 

場所：静岡県看護協会（静岡市駿河区）（Web 併用） 

出席者：河西常務理事 

イ がん対策 

［県疾病対策課「第１回がん対策推進協議会」] 

開催日：１月 27日(金) 

場所：Web 開催 

出席者：石川会長 
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 ［県立静岡がんセンター「静岡県がん診療連携協議会」］ 

回次 開催日 場 所 出席者 

第１回 10 月６日（木） Web 開催 石川会長 

第２回 ３月 17 日（金） Web 開催 石川会長 

［県立静岡がんセンター「静岡県がん診療連携協議会支持療法部会」］ 

回次 開催日 場 所 出席者 

第１回 ９月２日（金） Web 開催 山口常務理事 

第２回 ３月 10 日（金） Web 開催 山口常務理事 

［県立静岡がんセンター「2022 年度静岡県がん医療地域連携交流会」］ 

開催日：２月 16日(木) 

場所：静岡県立静岡がんセンター研究所 

出席者：鈴木理事 

［県立静岡がんセンター「静岡がん会議 2022」］ 

開催日：３月３日(金) 

場所：Web 開催 

出席者：山口常務理事 

ウ 薬剤師認知症対応力向上研修の開催 

高齢者が受診した際や受診後等に接する薬局薬剤師に対し、認知症の人本人とその家族

を支えるために必要な基本知識や、医療と介護の連携の重要性等を習得するための研修を

実施することにより、認知症の疑いのある人に早期に気づき、かかりつけ医等と連携して

対応するとともに、その後も認知症の人の状況に応じた薬学的管理を適切に行い、認知症

の人への支援体制構築の担い手となることを目的としている。 

［薬剤師認知症対応力向上研修（１回目）］ 

開催日：７月 10日（日） 

場所：静岡県薬剤師会館、Zoom ウェビナーを利用したリアルタイム Web 配信 

内容：① かかりつけ薬剤師の役割 

静岡県における認知症施策の推進 

講師：静岡県健康福祉部福祉長寿局福祉長寿政策課 

地域包括ケア推進室地域包括ケア推進班 主査 大石園巳 

② 基本知識 

講師：伊東市民病院認知症疾患医療センター 医師 夏山 卓 

③ 薬局業務における実践 

講師：静岡県薬剤師会在宅訪問推進委員会 委員 荒井将人 
④ 地域・生活における実践 

講師：静岡県社会福祉士会 安藤千晶 
受講者数：１８７名（会場２３名 Web １６４名） 

［薬剤師認知症対応力向上研修（２回目）］ 

開催日：９月 25日（日） 

場所：静岡県薬剤師会館、Zoom ウェビナーを利用したリアルタイム Web 配信 
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内容：① かかりつけ薬剤師の役割 

静岡県における認知症施策の推進 
講師：静岡県健康福祉部福祉長寿局福祉長寿政策課 

地域包括ケア推進室地域包括ケア推進班 班長 小林英男 
② 基本知識 

講師：医療法人社団一就会東静脳神経センター 
認知症疾患医療センター センター長 土居一丞 

③ 薬局業務における実践 
講師：静岡県薬剤師会在宅訪問推進委員会 委員 藤ヶ谷永子 

④ 地域・生活における実践 
講師：静岡県社会福祉士会権利擁護センターアドバイザー 古井慶治 

受講者数：６５名（会場２名 Web ６３名） 

（２）多職種連携（チーム医療）の推進 

ア 臨床対応研修会の開催 

薬局の薬剤師に対し、在宅介護に必要な知識、技術を修得させ、薬局における介護に関

する総合的な相談応需が出来るようにすることにより、介護を受ける方の健康な生活の確

保及び向上に寄与することを目的としている。 

開催日：２月 26日（日） 

場所：静岡県立大学 薬学部棟 

内容：① フィジカルアセスメント方法の解説 

② フィジカルアセスメント実習（心音聴診、腸音聴診、瞳孔反射、呼吸音聴診、

浮腫触診、血圧測定、脈拍測定、血中酸素飽和度測定） 

③ 症例検討 

④ 症例解説 

講師：静岡県立大学薬学部特任教授 山田 浩／静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 

／静岡県立大学薬学部講師 柏倉 康治／静岡県立大学薬学部講師 三浦 基晴 

／静岡県立大学薬学部助教 河本 小百合 

受講者数：１９名 

イ 在宅医療における褥瘡研修会の開催 

在宅医療における薬剤師の役割の理解と、在宅医療を実施するに当たって必要な知識

の習得と、医師、介護支援専門員等による多職種との連携の必要性を理解させることに

よって、県民の健康な生活の確保及び向上に寄与することを目的としている。 

［在宅医療における褥瘡研修会（１回目）］ 

開催日：７月 24日（日） 

場所：静岡県薬剤師会館 

内容：① 理論から実践へ！適切な褥瘡治療薬と創傷被覆材選択で在宅患者へアプローチ

する 

講師：静岡県立大学薬学部講師 柏倉 康治 

② 実技編（1. 創傷被覆材の特徴ならびに貼り方や剥がし方について、2. 褥瘡治
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療に用いる外用薬について、3. 褥瘡モデルを用いた実習） 

講師：静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 

静岡県立大学薬学部講師 柏倉 康治 

静岡県立大学薬学部講師 三浦 基晴 

受講者数：３０名 

［在宅医療における褥瘡研修会（２回目）］ 

開催日：10 月 30 日（日） 

場所：浜松市薬剤師会研修室他 

内容：① 理論から実践へ！適切な褥瘡治療薬と創傷被覆材選択で在宅患者へアプローチ

する 

講師：静岡県立大学薬学部講師 柏倉 康治 

② 実技編（1. 創傷被覆材の特徴ならびに貼り方や剥がし方について、2. 褥瘡治

療に用いる外用薬について、3. 褥瘡モデルを用いた実習） 

講師：静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 

静岡県立大学薬学部講師 柏倉 康治 

静岡県立大学薬学部講師 三浦 基晴 

受講者数：１９名 

ウ 在宅医療に関する地域薬剤師会主催の入門・中級研修会等への講師の派遣 

下記の各地域薬剤師会へ講師派遣を行った 

在宅医療に関する入門研修会 

実施日 地域薬剤師会 受講者数 

８月 25 日（木） 焼津市薬剤師会  ６名 

10 月 13 日（木） 清水薬剤師会  82 名 

12 月３日（土） 沼津薬剤師会  22 名 

１月 23 日（月） 磐田薬剤師会  36 名 

１月 26 日（木） 静岡市薬剤師会  17 名 

在宅医療に関する中級研修会 

実施日 地域薬剤師会 受講者数 

10 月 27 日（木） 藤枝薬剤師会  28 名 

12 月３日（土） 沼津薬剤師会  23 名 

１月 26 日（木） 静岡市薬剤師会  17 名 

エ 在宅訪問ファーストステップ研修の実施 

在宅訪問経験のある薬剤師が在宅訪問する際に、在宅訪問未経験または経験の少ない薬

剤師が同行し、OJT 方式で研修を実施した。 

実施時期：令和４年８月～令和５年２月 

受講者数：２６名 

オ 退院前カンファレンスに関する研修会の開催 

薬局薬剤師が、地域包括ケアを理解するとともに、地域病院の連携室の役割を知り、病

院薬剤師との薬薬連携を推進、退院時カンファレンスへの参加等、多職種と連携して地域

に根差した対応を行うために学ぶ機会を提供することを目的としている。 
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[退院前カンファレンスに関する研修会(１回目)] 

開催日：12 月４日(日) 

配信場所：静岡県薬剤師会館 ３階大会議室 

開催方式：Zoom ウェビナーを利用したリアルタイム Web 配信 

内容：①「シズケア＊かけはしを利用した多職種連携」 

講師：あおば薬局登呂店 前坂 知之 

②「入退院支援について」  

講師：磐田市立総合病院地域医療支援センター入退院管理室室長 太田 絋子  

③「退院前カンファレンスのケアマネジャーのかかわり」 

講師：社会福祉法人磐田市社会福祉協議会 磐田市社協ケアサービス  

管理者 主任介護支援専門員 植 百合 

④「退院時の薬剤情報提供について―当院における薬剤管理サマリ-の運用－」 

講師：磐田市立総合病院薬剤部副薬剤部長 太田 敦代 

受講者数：７４名 

[退院前カンファレンスに関する研修会(２回目)] 

開催日：12 月 18 日(日) 

配信場所：静岡県薬剤師会館 ３階大会議室 

開催方式：Zoom ウェビナーを利用したリアルタイム Web 配信 

内容：①「シズケア＊かけはしを利用した多職種連携」 

講師：あおば薬局登呂店 前坂 知之 

②「入退院支援について」 

講師：静岡市立清水病院地域医療支援室 主任主事 一関 翔 

③「若年性認知症の支援について」 

講師：特定非営利法人ＷＡＣ清水さわやかサービス 理事長 松本 利枝 

      ④「薬薬連携のための退院時薬剤情報提供について」  

講師：静岡市立清水病院薬剤部 主任 杉山 弘樹 

    受講者数： ７１名 

カ 緩和ケア対応研修会の開催 

薬局薬剤師が地域における在宅医療に係わる際に必要となる緩和ケアについての基本

的な知識を習得し、また高カロリー輸液（TPN）、抗悪性腫瘍剤等の無菌的な調製手技を習

得すると共に、在宅医療における緩和ケア、無菌調剤の現状や、その必要性等について学

ぶ機会を提供することを目的としている。 
［緩和ケア対応研修会（１回目）］ 

開催日：７月９日（土） 

場所：沼津薬剤師会医薬分業推進支援センター ２階会議室 

内容：①無菌調製を実施する時に必要となる技能とは（オーバービュー） 

講師：静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 

②衛生的手洗いの手技とガウンテクニック 

指導：静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 
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静岡県立大学薬学部講師 柏倉 康治 

③無菌調製の手技（デモンストレーション） 

指導: 静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 

静岡県立大学薬学部講師 柏倉 康治 

④無菌調製実習（処方１）、（処方２）、（処方３） 

指導: 静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 

静岡県立大学薬学部講師 柏倉 康治 

静岡県立大学薬学部講師 三浦 基靖  

⑤ガウンテクニック（脱衣） 

指導：静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 

静岡県立大学薬学部講師 柏倉 康治 

静岡県立大学薬学部講師 三浦 基靖 

⑥在宅における緩和ケアの実際 

講師：静岡県立大学薬学部教授 内田信也 

⑦PCA ポンプのセットと操作 

指導: 静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 

静岡県立大学薬学部講師 柏倉 康治 

静岡県立大学薬学部講師 三浦 基靖 

受講者数：１４名 

［緩和ケア対応研修会（２回目）］ 

開催日：10 月 22 日（土） 

場所：浜松市薬剤師会研修室 

内容：①無菌調製を実施する時に必要となる技能とは（オーバービュー） 

講師：静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 

②衛生的手洗いの手技とガウンテクニック 

指導：静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 

静岡県立大学薬学部講師 柏倉 康治 

③無菌調製の手技（デモンストレーション） 

指導: 静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 

静岡県立大学薬学部講師 柏倉 康治 

④無菌調製実習（処方１）、（処方２）、（処方３） 

指導: 静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 

静岡県立大学薬学部講師 柏倉 康治 

静岡県立大学薬学部講師 三浦 基靖 

⑤ガウンテクニック（脱衣） 

指導：静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 

静岡県立大学薬学部講師 柏倉 康治 

静岡県立大学薬学部講師 三浦 基靖 

⑥在宅における緩和ケアの実際 
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講師：静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 

⑦PCA ポンプのセットと操作 

指導: 静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 

静岡県立大学薬学部講師 柏倉 康治 

静岡県立大学薬学部講師 三浦 基靖 

受講者数：１３名 

［緩和ケア対応研修会（３回目）］ 

開催日：２月５日（日） 

場所：静岡県立大学薬学部棟 

内容：①無菌調製を実施する時に必要となる技能とは（オーバービュー） 

講師：静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 

②衛生的手洗いの手技 

指導：静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 

③ガウンテクニック 

手袋の装着 

無菌調製実習（処方１）、（処方２）、（処方３） 

ガウンテクニック（脱衣） 

指導: 静岡県立大学薬学部講師 三浦 基靖 

静岡県立大学薬学部助教 河本 小百合 

④PCA ポンプによる薬剤投与、緩和医療の講義 

講師：静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 

⑤注射薬が投与される治療での薬剤師の役割（まとめ） 

講師：静岡県立大学薬学部教授 内田 信也 

受講者数：１８名 

キ 在宅訪問実施可能薬局登録制度の推進 

在宅訪問実施可能薬局リストを作成し、静岡県薬剤師会のホームページに掲載した。令

和５年３月 31 日現 在の在宅訪問実施可能薬局は５８８薬局となった。 

ク 「お薬出前講座」（介護支援事業所等向け・一般向け）の実施 

  薬剤師が介護サービスを行う事業所または地域の各種団体等に赴き、薬の基礎知識、適

正使用等、各種講座を実施した。 

  令和４年度の実施状況はⅠ(一般県民向け)121 件、Ⅱ(介護事業者等向け)20 件であっ

た。 

（３）病院・診療所薬剤師との連携（薬薬連携）の推進の検討 

薬薬連携における課題の抽出及び方策を検討するため「薬薬連携推進のための意見交換会」

を開催した。 

開催日：令和４年 12月 17 日（土） 

場所：静岡県薬剤師会館 

参加者：静岡県病院薬剤師会 11 名 静岡県薬剤師会 16 名  

       オブザーバー 静岡県健康福祉部生活衛生局薬事課 ２名 
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              静岡県薬剤師会 17 名 

テーマ: 

（1）入院時、退院時における情報共有について 

（2）トレーシングレポートの運用について 

（3）その他 各団体からの問題提起・薬薬連携の現状 

（４）在宅医療推進のための環境整備 

ア 麻薬小売業者間譲渡許可制度等の推進 

医療用麻薬を提供する薬局の薬剤師に対し、医療用麻薬に関する知識及び技術の習得を

図り、医療用麻薬の適正使用を推進することにより、がん患者の適切な疼痛管理を行い、

もって健康な生活の確保及び向上に寄与することを目的としている。 
令和４年度は、委託事業の一環として、麻薬調剤応需体制の整備のための麻薬小売業者

間譲渡に関する研修会をモデル地域において実施した。 
イ 医療材料等供給体制整備の推進への協力 

各地域薬剤師会の実情を把握するために行ったアンケート調査結果を地域薬剤師会の

求めに応じて報告した。 

ウ 薬剤師確保対策の推進のためのホームページ「薬局で働こう」の運営 

静岡県薬剤師会ホームページ上のコーナー「薬局で働こう」において、５３薬局の求人

情報を掲載した。 

エ 訪問薬剤管理指導業務の啓発 

在宅療養における服薬管理の意義、薬局業務を説明するツールとして、訪問薬剤管理指

導業務啓発用チラシを「在宅訪問実施可能薬局リスト」の新規登録薬局を中心に４４薬局

に配付した。 

オ 在宅訪問支援活動の推進 

地域包括ケアシステムにおいて薬局に必要とされる医療・介護に係る多職種と連携した

在宅業務等を推進とともに、薬局薬剤師が地域に根ざした対応を行うため地域住民に対す

る在宅医療等の啓発することを目的として、かかりつけ薬剤師・薬局普及促進事業を実施

した。 

（ア）多職種と連携した在宅業務等の推進 

在宅訪問推進委員及び在宅訪問推進協力員が多職種や病院地域医療連携室等に訪問

し、地域の在宅訪問可能薬局リスト（又はＭＡＰ）を配布する活動や、多職種を対象と

した講座を通じて、薬剤師の在宅訪問活動を周知した。 

ａ 在宅訪問推進活動 １６７回 

ｂ 在宅訪問推進委員会の開催 

各地域薬剤師会から選出された 21 人の在宅訪問推進委員により各地域の実情に応

じた在宅訪問支援活動を進めるための課題、方策を検討した。 

回次 実施日 場所 

１ 令和４年６月５日（日） 静岡県薬剤師会館 

２ 令和５年２月 19 日（日） 静岡県薬剤師会館 

c 在宅訪問推進検討会の開催 

在宅訪問推進委員会で検討された在宅訪問支援の取組を進めるための仕組づくりへ
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の支援、課題の解決への支援、普及方策への支援について検討し、各地域の実情にあ

わせた在宅訪問支援活動を促した。 

回次 実施日 場所 

１ ５月 12 日（木） 静岡県薬剤師会館 

２ ６月５日（日） 静岡県薬剤師会館 

３ ７月 14 日（木） 静岡県薬剤師会館 

４ ８月４日（日） 静岡県薬剤師会館 

５ 10 月 13 日（木） 静岡県薬剤師会館 

６ 12 月８日（木） 静岡県薬剤師会館 

７ １月 12 日（木） 静岡県薬剤師会館 

８ ２月 19 日（日） 静岡県薬剤師会館 

（イ）在宅医療等の啓発 

地域住民、多職種に対し、イベント、メディア、会議等により、薬剤師による在宅業

務、かかりつけ薬剤師・薬局の機能等を啓発した。 

ａ 地域住民への啓発 ７回 

ｂ 多職種等への啓発 30 回 

 

７ 医療保険制度・介護保険制度への対応 

保険薬局における調剤報酬請求事務を正しく理解し、保険薬局としての機能と責務を果たす

ことにより、患者はいつでも安心して適正な保険医療が受けられるようになり、もって県民の

健康な生活の確保及び向上に寄与することを目的としている。 

（１）調剤報酬・介護報酬請求の適正化 

ア 調剤報酬等請求等に関する研修会の開催 

新規登録の保険薬剤師、新たに管理薬剤師となった保険薬剤師等を対象に開催した。 

開催日：９月 11日（日） 

場所：静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 

内容：① 調剤報酬請求時の留意点について 

講師：静岡県国民健康保険団体連合会診療報酬審査委員 保坂 知彦 

② 令和４年度調剤報酬改定による算定概要について 

（介護保険における居宅療養管理指導を含む） 

講師：静岡県薬剤師会常務理事 鈴木 孝一郎 

③ 保険薬局に対する指導について 

講師：静岡県薬剤師会常務理事 菅沼 貴仁 

④ お薬手帳活用術 

講師：静岡県薬剤師会常務理事 大重 由香理 

受講者数：６７名 

イ 薬歴管理等に関する地域薬剤師会主催の研修会等への対応 

県内の２地域薬剤師会実施の研修会に講師を派遣した。 

ウ 東海北陸厚生局実施の保険薬局に対する個別指導において、その措置が「再指導」若し

くは「経過観察」であった場合の当該薬局に対する指導の実施 

「経過観察」に該当する薬局についてはスクール形式、「再指導」に該当する薬局につ

いては個別面談形式で指導を実施した。 

-36-



 

  区分 実施日 場所 受講薬局数 

経過観察 ５月 14 日（土） 静岡県薬剤師会館 １４薬局 

再指導 ５月 14 日（土） 静岡県薬剤師会館 ４薬局 

（２）調剤報酬・介護報酬改定に関する情報の収集及び提供 

令和４年度調剤報酬改定に関する説明会を県内３会場（浜松、沼津、静岡（Web 併用））で

実施した。 

［浜松会場］ 

開催日：４月９日（土） 

場所：アクトシティ浜松コングレスセンター（浜松市中区） 

内容：①審査取り決め事項の統一化  

講師：社会保険診療報酬支払基金静岡支部診療報酬審査委員・静岡県国民健康保険

団体連合会診療報酬審査委員 岩田 要一 

   社会保険診療報酬支払基金静岡支部診療報酬審査委員 植 兆満 

②令和４年度調剤報酬改定の概要 

講師：常務理事 小笠原 俊拓 

受講者数：１８０名 

［沼津会場］ 

開催日：４月 16日（土） 

場所：プラサヴェルデ３階コンベンションホール（沼津市） 

内容：①審査取り決め事項の統一化 

講師：社会保険診療報酬支払基金静岡支部診療報酬審査委員・静岡県国民健康保険

団体連合会診療報酬審査委員 岩田 要一 

②令和４年度調剤報酬改定の概要 

講師：常務理事 天野 雄一郎 

受講者数：１１０名 

［静岡会場・Web 併用］ 

開催日：４月 23日（土） 

場所：静岡商工会議所会館（静岡市葵区） 

内容：①審査取り決め事項の統一化 

講師：社会保険診療報酬支払基金静岡支部診療報酬審査委員・静岡県国民健康保険

団体連合会診療報酬審査委員 岩田 要一 

静岡県国民健康保険団体連合会診療報酬審査委員 保坂 知彦 

②令和４年度調剤報酬改定の概要 

講師：常務理事 鈴木 孝一郎 

受講者数：会場５９名、Web５６６名 

また、調剤報酬改定等に関する情報の収集に努め、地域職域連絡協議会等を通じ、地域薬

剤師会へ情報提供した。 

 

８ 災害時等の医薬品の確保・供給への対応 
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（１）災害時における医薬品等の確保・供給のあり方の検討 

各地域薬剤師会における「業務継続計画」（震災対策編）の作成と、市町との「災害時の

医療救護活動に関する協定」の締結の促進を図るため、医薬品等の確保・供給のあり方につ

いて検討するものであるが、次年度への検討課題とした。 

（２）災害時の救援活動等への準備・対応 

ア 大規模地震発生時における災害対策本部の立ち上げ及び被害状況調査等に関する防災

訓練の実施 

８月 30 日（火）、１月 16 日（月）の２回、薬剤師会・会員間の災害時における情報連

絡システム「Biz 安否確認 一斉通報 for ビジネスプラス」を用いた「大規模地震発生時

における災害情報連絡訓練」（図上訓練）を実施した。今回は、南海トラフ巨大地震が発

生し、県内では最大震度７を観測、建物倒壊や火災等の発生、大津波が襲来など、沿岸部

で著しい被害発生を想定しての被害状況調査と、薬剤師派遣に関する情報伝達訓練を行っ

た。 

その結果、災害時における情報連絡システム「Biz 安否確認 一斉通報 for ビジネスプ

ラス」の登録者の応答率は８月 30 日（火）が 47.3％、１月 16 日（月）は 49.8％であっ

た。 

また、当該訓練において、衛星携帯電話配置の沼津薬剤師会、富士市薬剤師会、静岡市

薬剤師会、小笠袋井薬剤師会及び浜松市薬剤師会に対しての、衛星携帯電話による通信訓

練を併せて実施した。 

イ 静岡県総合防災訓練及び地域防災訓練への協力 

 県健康福祉部生活衛生局薬事課からの要請により、県健康福祉部実施の７月 13 日（水）

「令和４年度静岡県健康福祉部防災訓練」及び県実施の１月 17 日（火）の「地震対策オ

ペレーション 2023（大規模図上訓練）に参加した。県薬剤師会の災害対策本部の立ち上

げ、会員の被害状況等の報告を行った。 

 また、県健康福祉部からの要請により、国実施の 10 月１日（土）「令和４年度大規模地

震時医療活動訓練（政府訓練）」に、静岡県災害薬事コーディネーターが参加した。医薬

品等の供給要請等、薬剤師派遣要請への対応を行った。 

ウ 静岡県災害薬事コーディネーターの養成 

 災害時における県内外からの応援薬剤師の受け入れの調整や、情報伝達、医薬品供給等

において中心的な役割を担うための知識や対応能力の付加・向上を図るため、静岡県災害

薬事コーディネーター及び災害対策委員会委員を対象とした静岡県災害対応研修会を実

施した。 

 当日の講義を録画し、令和２年度静岡県災害薬事コーディネーター研修会及び令和３年

度静岡県災害対応研修会の講義の録画と併せて YouTube で限定公開し、県薬剤師会ホーム

ページ会員専用サイトに掲載した。 

[令和４年度静岡県災害対応研修会] 

開催日：12 月 25 日（日） 

配信場所：静岡県薬剤師会館 ３階大会議室 

 方式：Zoom ウェビナーを利用した Web 開催 
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内容：①「静岡県の医療救護体制と災害薬事コーディネーターの役割」 

  講師：静岡県健康福祉部生活衛生局薬事課薬事企画班 

     主任 小澤 裕 

 ②「豪雨災害時における災害対応について」 

  講師：岡山大学学術研究院医歯薬学域災害医療マネジメント学講座 

     助教 渡邉 暁洋 

  ③「令和４年９月台風第 15 号による薬局の被害状況について」 

    ・令和４年９月台風第 15号による県内薬局の被害状況について 

   講師：静岡県薬剤師会常務理事 鈴木孝一郎 

    ・薬局における防災対策－清水の水害の現状及び過去の教訓を生か 

     して－ 

   講師：静岡県薬剤師会理事 

      静岡県災害薬事コーディネーター 小鷹 和美 

 ④「令和４年大規模地震時医療活動訓練（政府訓練）報告」  

  講師：静岡県薬剤師会理事 

     静岡県災害薬事コーディネーター 村松 弘也 

 

［静岡県災害薬事コーディネーター名簿］令和５年３月 31 日現在 

氏 名  所属の地域・職域薬剤師会名 派遣予定先 

本部災害薬事コーディネーター 

1 小鷹 和美 清水薬剤師会 静岡県庁 

2 吉岡 優子 静岡市薬剤師会 静岡県庁 

3 石川 滋彦 静岡市薬剤師会 静岡県庁 

4 小西 尚樹 小笠袋井薬剤師会 静岡県庁 

5 柏原 道志 静岡県病院薬剤師会 静岡県庁 

6 益田 和彦 静岡県病院薬剤師会 静岡県庁 

7 神戸 宏憲 静岡県立総合病院 静岡県庁 

8 刀坂 泰史 静岡県薬学・薬剤師教育協議会 静岡県庁 

9 伊藤 由彦 静岡県薬学・薬剤師教育協議会 静岡県庁 

10 山口 桃生 静岡県薬学・薬剤師教育協議会 静岡県庁 

11 石川 幸伸 静岡市薬剤師会 静岡県薬剤師会 

12 海老岡  ゆかり 静岡市薬剤師会 静岡県薬剤師会 

13 秋山 欣三 静岡市薬剤師会 静岡県薬剤師会 

14 前坂  知之 静岡市薬剤師会 静岡県薬剤師会 

15 天野 雄一郎 焼津市薬剤師会 静岡県薬剤師会 

16 伊藤  邦彦 静岡県薬学・薬剤師教育協議会 静岡県薬剤師会 

地域災害薬事コーディネーター 

17 水越 康有 賀茂薬剤師会 賀茂保健所・下田市 

18 八代 由隆 賀茂薬剤師会 地域薬剤師会・東伊豆町 

19 植松 慶司 賀茂薬剤師会 河津町・東伊豆町 

20 髙橋 浩 賀茂薬剤師会 松崎町 

21 今野  織江 賀茂薬剤師会 松崎町・西伊豆町 

22 椿 麻莉子 賀茂薬剤師会 地域薬剤師会 

23 髙橋 清彦 賀茂薬剤師会 地域薬剤師会・南伊豆町 

24 菊地  雅己 賀茂薬剤師会 下田市・河津町 

25 鈴木 紀子 賀茂薬剤師会 西伊豆町・松崎町 

26 髙橋 春之介 賀茂薬剤師会 西伊豆町 

27 竹本 美香 賀茂薬剤師会 南伊豆町 

28 宇居 宏樹 伊東熱海薬剤師会 熱海保健所 
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29 鈴木 祐一 伊東熱海薬剤師会 熱海市 

30 岩瀬  裕  伊東熱海薬剤師会 伊東市 

31 白石 誠一郎 伊東熱海薬剤師会 地域薬剤師会 

32 三井 敦 伊東熱海薬剤師会 地域薬剤師会 

33 美﨑 陽子 田方薬剤師会 伊豆市 

34 小柳出 孝子 田方薬剤師会 伊豆の国市 

35 佐藤 文枝 田方薬剤師会 函南町 

36 諏訪 正彦 田方薬剤師会 地域薬剤師会 

37 白井 憲太郎 田方薬剤師会 伊豆市 

38 宮内 千鶴 田方薬剤師会 伊豆の国市 

39 戸島 克浩 田方薬剤師会 函南町 

40 田嶋 ゆかり 三島市薬剤師会 三島市 

41 加藤 剛 三島市薬剤師会 三島市 

42 高田 正義 三島市薬剤師会 三島市 

43 渡辺 好司 沼津薬剤師会 東部保健所 

44 山本 泰 沼津薬剤師会 東部保健所 

45 井出 千重 沼津薬剤師会 地域薬剤師会 

46 山口 宜子 沼津薬剤師会 東部保健所 

47 渡辺 信昭 沼津薬剤師会 沼津市 

48 日吉 雅彦 沼津薬剤師会 清水町 

49 加藤 明英 沼津薬剤師会 沼津市 

50 板井 和広 沼津薬剤師会 長泉町 

51 瀬角 隆洋 沼津薬剤師会 裾野市 

52 萬代 誓 沼津薬剤師会 裾野市 

53 塚原 真己 沼津薬剤師会 長泉町 

54 五十嵐 良樹 沼津薬剤師会 清水町 

55 渡邉 智英 北駿薬剤師会 御殿場保健所 

56 勝又 英司 北駿薬剤師会 地域薬剤師会 

57 太田 祐治 北駿薬剤師会 御殿場市 

58 芹澤 一男 北駿薬剤師会 小山町 

59 相澤 淳 富士市薬剤師会 富士保健所 

60 秋山 将寛 富士市薬剤師会 地域薬剤師会 

61 曾根 啓紀 富士市薬剤師会 富士市 

62 野口 祐矢 富士市薬剤師会 富士保健所 

63 坂野 彰則 富士市薬剤師会 富士保健所 

64 平野 和洋 富士市薬剤師会 富士市 

65 古川 健太郎 富士市薬剤師会 富士市 

66 渡邉 和紀 富士市薬剤師会 富士保健所 

67 和田 泰明 富士市薬剤師会 地域薬剤師会 

68 中司 真生 富士市薬剤師会 富士保健所 

69 池ヶ谷 和永 富士市薬剤師会 富士市 

70 渡辺 恭秀 富士宮市薬剤師会 地域薬剤師会 

71 奥藤 祐三 富士宮市薬剤師会 富士宮市 

72 深澤 卓芳 富士宮市薬剤師会 富士宮市 

73 宮城 規秋 清水薬剤師会 静岡市（清水区） 

74 長田  正章 清水薬剤師会 地域薬剤師会 

75 滝口 智子 清水薬剤師会 静岡市（清水区） 

76 茂木 嘉 清水薬剤師会 地域薬剤師会 

77 佐々木 雄史 清水薬剤師会 地域薬剤師会 

78 大重 由香理 静岡市薬剤師会 静岡市（葵区・駿河区） 

79 貴田 美和子 静岡市薬剤師会 地域薬剤師会 

80 宮浦 康明 静岡市薬剤師会 静岡市（葵区・駿河区） 

81 河西 きよみ 静岡市薬剤師会 地域薬剤師会 

82 渡邊 睦也 静岡市薬剤師会 地域薬剤師会 

83 山本 勝央 静岡市薬剤師会 静岡市保健所 

84 石川 元之 静岡市薬剤師会 静岡市（葵区・駿河区） 
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85 石川 圭祐 静岡市薬剤師会 地域薬剤師会 

86 坂井 美文 静岡市薬剤師会 静岡市（葵区・駿河区） 

87 春日 広美 静岡市薬剤師会 静岡市（葵区・駿河区） 

88 島田 和彦 静岡市薬剤師会 静岡市（葵区・駿河区） 

89 小長谷 晋吾 静岡市薬剤師会 静岡市保健所 

90 佐藤 芳憲 静岡市薬剤師会 静岡市保健所 

91 佐藤 亮太 静岡市薬剤師会 地域薬剤師会 

92 田村 優 静岡市薬剤師会 地域薬剤師会 

93 木下 徹 焼津市薬剤師会 中部保健所 

94 小山 裕司 焼津市薬剤師会 焼津市 

95 西島  秀明 焼津市薬剤師会 地域薬剤師会 

96 松浦  信義 焼津市薬剤師会 中部保健所 

97 藪﨑 覚 藤枝薬剤師会 中部保健所 

98 清水 あつ子 藤枝薬剤師会 地域薬剤師会 

99 鈴木 正章 藤枝薬剤師会 藤枝市 

100 服部 隆志 藤枝薬剤師会 藤枝市 

101 小林  剛 藤枝薬剤師会 藤枝市 

102 德本 英史 島田薬剤師会 中部保健所 

103 清水 雅之 島田薬剤師会 島田市 

104 髙田 篤人 島田薬剤師会 地域薬剤師会 

105 落合 純也 島田薬剤師会 地域薬剤師会 

106 浅野 進 島田薬剤師会 島田市 

107 鈴木  愛一郎 榛原薬剤師会 牧之原市 

108 森 直樹 榛原薬剤師会 吉田町 

109 松岡 政臣 榛原薬剤師会 川根本町 

110 小山 靖広 榛原薬剤師会 地域薬剤師会 

111 生駒 徹 榛原薬剤師会 牧之原市 

112 松尾 静男 榛原薬剤師会 御前崎市 

113 田代 州彦 榛原薬剤師会 島田市 

114 小林 徹也 榛原薬剤師会 吉田町 

115 牧野 貴浩 小笠袋井薬剤師会 西部保健所 

116 大木 利勝 小笠袋井薬剤師会 西部保健所 

117 袴田 高弘 小笠袋井薬剤師会 地域薬剤師会 

118 鈴木 孝尚 小笠袋井薬剤師会 御前崎市 

119 中村 崇 小笠袋井薬剤師会 掛川市 

120 名倉 尚宏 小笠袋井薬剤師会 掛川市 

121 増田 圭吾 小笠袋井薬剤師会 菊川市 

122 太田 博志 小笠袋井薬剤師会 森町 

123 渡辺 浩平 小笠袋井薬剤師会 袋井市 

124 河原﨑 茂 小笠袋井薬剤師会 御前崎市 

125 村松 弘也 磐田薬剤師会 西部保健所 

126 松井 恵理 磐田薬剤師会 西部保健所 

127 倉橋 健 磐田薬剤師会 地域薬剤師会 

128 鈴木 祐之 磐田薬剤師会 磐田市 

129 山村 行範 磐田薬剤師会 磐田市 

130 橋本 久敬 磐田薬剤師会 地域薬剤師会 

131 石貝 嘉幸 浜松市薬剤師会 浜松市（南区） 

132 平野 高志 浜松市薬剤師会 浜松市（中区） 

133 鈴木 謙市 浜松市薬剤師会 浜松市（浜北区） 

134 熊谷 馨 浜松市薬剤師会 浜松市（北区） 

135 森園 直美 浜松市薬剤師会 地域薬剤師会 

136 土屋 哲之 浜松市薬剤師会 浜松市（西区） 

137 太田 勝啓 浜松市薬剤師会 浜松市（天竜区） 

138 池畑 純一 浜松市薬剤師会 浜松市役所 

139 寺田 俊二 浜松市薬剤師会 浜松市役所 

140 品川 彰彦 浜松市薬剤師会 地域薬剤師会 
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141 澤井 康行 浜松市薬剤師会 地域薬剤師会 

142 川口 久佳 浜松市薬剤師会 地域薬剤師会 

143 月井 英喜 浜松市薬剤師会 地域薬剤師会 

144 木下 次郎 浜松市薬剤師会 湖西市 

145 安達 士郎 浜松市薬剤師会 浜松市（浜北区） 

146 寺田  美智子 浜松市薬剤師会 浜松市（中区） 

147 小黒 聡史 浜松市薬剤師会 浜松市（東区） 

148 野村 洋介 浜松市薬剤師会 浜松市（東区） 

149 輕部 暁宏 浜松市薬剤師会 浜松市（中区） 

150 澤田  由紀子 浜松市薬剤師会 浜松市（西区） 

151 橋本 達広 浜松市薬剤師会 浜松市（南区） 

152 渥美 将彦 浜松市薬剤師会 浜松市（浜北区） 

153 太田 美和子 浜松市薬剤師会 浜松市（天竜区） 

154 杉山  裕司 浜松市薬剤師会 浜松市（東区） 

155 下山  大地 浜松市薬剤師会 浜松市（西区） 

156 野寄  秀明 浜松市薬剤師会 地域薬剤師会 

157 塩野 州平 浜松市薬剤師会 湖西市 

158 影山 哲義 浜松市薬剤師会 浜松市(東区) 

159 初鹿 隼人 浜松市薬剤師会 浜松市（南区） 

160 永原 康平 浜松市薬剤師会 浜松市（中区） 

161 矢田貝 夢香 浜松市薬剤師会 地域薬剤師会 

162 内藤 康彦 浜松市薬剤師会 地域薬剤師会 

163 菅沼 貴仁 浜松市薬剤師会 浜松市（天竜区） 

164 河野 健佑 浜松市薬剤師会 湖西市 

165 森島 規充 浜松市薬剤師会 浜松市（天竜区） 

166 澤根 弘幸 浜松市薬剤師会 浜松市（天竜区） 

167 大原 浩幸 浜松市薬剤師会 浜松市（浜北区） 

168 太田 翔 浜松市薬剤師会 浜松市（浜北区） 

169 吉住 尚美 浜松市薬剤師会 浜松市（北区） 

エ 災害時における携帯電話情報連絡システムの普及 

災害時の被災状況や安否情報を的確に把握するための薬剤師会・会員間の災害時におけ

る情報連絡システム「Biz 安否確認 一斉通報 for ビジネスプラス」を導入することによ

り、災害時における被災状況を速やかに把握し、被災地からの薬剤師派遣要請に迅速に対

応することにより、効果的に救護活動を行うことを目的としている。 

地域・職域連絡協議会等において、同システムに対する会員の登録率の向上を呼び掛け

た。 

同システムの加入者は、令和５年３月31日現在において県薬剤師会の会員等1,353名、

登録率 56.7％であった。 

 

９ 広報活動の推進  

（１）会報の発行 

県薬剤師会の理事会報告や入会者紹介のほか、薬剤師業務に必要な薬事及び健康保険に関

する特集や各種のお知らせなどを掲載する静岡県薬剤師会会報誌（約 2,600 部）を年６回発

行し、薬剤師の知識の向上を図ることにより、県民の健康な生活の確保及び向上に寄与する

ことを目的としている。 

掲載内容の充実を図るため、会報編集委員会において、①巻頭言、②特集、③お知らせ、

④理事会報告、⑤学術情報部コーナー、⑥地域・職域薬剤師会だより、⑦新規入会者、⑧賛

助会員ご紹介、⑨静岡県薬剤師連盟コーナー、⑩事務局からのお知らせのほか、関係機関・
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団体等からの寄稿等の掲載内容について検討した。 

（２）静岡県薬剤師会ホームページの充実 

県薬剤師会のホームページに、薬剤師業務に必要な薬事及び健康保険に関する各種のお知

らせや、一般の方が医薬品を正しく安全に使用していただくための情報を掲載、公表し、薬

剤師の知識の向上及び県民への知識普及を図ることにより、薬事衛生及び公衆衛生の向上を

図り、もって県民の健康な生活の確保及び向上に寄与することを目的としている。 

薬剤師向けの薬剤師職能を発揮していただくための情報と、一般向けの医薬品等を正しく

安全に使用していただくための情報を随時掲載した。 

（３）薬剤師職能メディア啓発事業の実施 

地域住民に対し、薬局及び薬剤師の使命をご理解いただき、地域医療を担う薬局・薬剤師

として信頼され頼られる存在であることを伝えていくとともに、薬剤師の職能を改めて認識

していただくことによって、国民の保健衛生の維持向上に寄与することを目的としている。 

ア 広報活動 

  令和４年度は、インターネットを通してパソコン、スマートフォン、スマートスピーカ

ーなどのデバイスで聴くことを想定し、映像は付けず、手軽に利用してもらえるよう、音

声のみによるコンテンツを作成し、静岡県薬剤師会 Youtube チャンネルに投稿を行った。 

[動画制作]  

高齢者くすりの相談室（小冊子）を参考文献とし、音声動画を１６種類制作し、公式

Youtube チャンネルに投稿した。サムネイル画像は Web ページと同様のキャラクターを 

使用。 

公式 Youtube チャンネル登録者数：30 人 

動画時間：5分程度 

 [Web メンテナンス（Top 画面変更）] 

県薬公式ホームページトップの画像を各季節ごと４種類制作し、季節に応じて変更した。 

［お薬手帳貼付用円形シール配布] 

仕様：直径 55 ミリ、1シートに 12 枚 

部数：60,000 枚 

内容：シールのＱＲコードを読み込むと、県薬剤師会公式ホームページを閲覧可能。 

お薬手帳貼付用円形シール、県薬 Web サイトに関する A会員向けにアンケート実施。 

  [静岡 FM 専用番組制作配信（ラジオ）] 

番組タイトル：静岡県薬剤師会提供「おくすり相談室」 

コーナー放送番組：FM-Hi！（シティエフエム静岡）「ゆうラジ！スナらじ」 

放送地域：静岡市・焼津市・藤枝市・番組 HP からのリアルタイム配信 

放送期間：11 月～２月 

放送日 ：月曜日（月４回放送） 

放送時間：16 時 40 分～16 時 45 分 

パーソナリティ：スナオマサカズ 

方法：高齢者くすりの相談室（小冊子）を参考文献とした、音声ファイルを事前に作成 

し、番組内で配信。 
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回 放送日 テーマ 
Youtube 

視聴回数 

1 11月7日 抗生物質が効かない？ 16 

2 11月14日 加齢と不眠について 12 

3 11月21日 便秘でお悩みの方に 8 

4 11月28日 C 型肝炎は完治できる？ 9 

5 12月5日 眠れないのは歳だから？ 12 

6 12月12日 高齢者の貧血について 53 

7 12月19日 意外と多い慢性腎臓病 18 

8 12月26日 口腔機能の低下を防ぐには 8 

9 1月9日 骨粗鬆症の薬で発熱？ 14 

10 1月16日 浸水した場合の家の消毒 5 

11 1月23日 更年期障害について 5 

12 1月30日 妊娠でも使える貼り薬 7 

13 2月6日 体の免疫を高めるには？ 5 

14 2月13日 夜間の頻尿を減らすには？ 10 

15 2月20日 かゆみの原因と対策 3 

16 2月27日 避難所に携帯する薬について 7 

 [Facebook ページデザイン] 

    内容：Web メンテナンス（トップ画面変更）にて制作した画像のリサイズ 

       制作した動画についての投稿 

  ラジオ放送についての投稿 

イ 報道機関等内外コミュニケーション活動の推進 

薬局・薬剤師の役割に関する正しい知識を広く一般県民に浸透させることにより、県民

の保健衛生の維持向上に寄与することを目的としている。 

令和４年度は、医薬品の進歩に伴う身近で役立つ情報を紹介する静岡新聞社企画の連載

コラム「ちょっと得するクスリの知識」への執筆等に協力した。 

[連載企画「ちょっと得するクスリの知識」]  

媒体：静岡新聞 

仕様：全県版夕刊「健康」面／毎月第４火曜日連載 

回 掲載日 テーマ 執筆者 

1 4 月 26 日 "トリセツ"よく読み服用を 県薬剤師会常務理事 伊藤邦彦 

2 5 月 24 日 「エビデンス」選択の一助に 県病院薬剤師会理事 竹下秀司 

3 6 月 28 日 忘れずに正しく服用を 県病院薬剤師会理事 牧野和也 

4 7 月 26 日 リフィル処方箋 薬局選び重要 県薬剤師会常務理事 菅沼貴仁 

5 8 月 23 日 急性と慢性 下痢は症状に注意 県薬剤師会常務理事 伊藤邦彦 

6 9 月 27 日 湿布薬 急な痛みには冷感を 県病院薬剤師会理事 竹下秀司 

7 10 月 25 日 使用前に副作用知って 県病院薬剤師会理事 牧野和也 

8 11 月 15 日 サービス活用し適正管理 県薬剤師会常務理事 菅沼貴仁 

9 12 月 27 日 美肌の維持にも鉄が有効 県薬剤師会常務理事 伊藤邦彦 

10 1 月 24 日 「ゾコーバ」は症状軽減が目的 県病院薬剤師会理事 竹下秀司 

11 2 月 28 日 光、温度、湿度 効果に影響 県病院薬剤師会理事 牧野和也 
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＜収益事業＞ 

１ 毒物劇物取扱者試験準備講習会の開催 

毒劇物が適正に管理されることを目的に、毒物及び劇物取締法による毒物劇物取扱者試験

の受験者対象の「毒物劇物取扱者試験準備講習会」を開催した。 

期日：７月９日（土）・10 日（日） 

場所：静岡県職員会館 もくせい会館 富士ホール 

講師：釼持佳日路、吉野豪一 

区分 申込者数 
７月９日（土） ７月 10 日（日） 

出席者数 欠席者数 出席者数 欠席者数 

一般 100 97 ３ 95 ５ 

学生 ９ ９ ０ ８ １ 

計 109 106 ３ 103 ６ 

 

２ 斡旋書籍及び諸用紙の販売 

日本薬剤師会及び静岡県薬剤師会が斡旋、販売している書籍は 141 種であり、令和４年度に

おける販売実績は 2,374 冊であった。 

静岡県薬剤師会が作成、販売している諸用紙は、「明細書（医保・国保共通）」「医保請求

書」「国保請求書」「後期高齢者請求書」「乳幼児医療費請求書」「処方箋」「業務日誌」「毒

物劇物譲受書」「毒薬劇薬譲受書」「薬歴カード」であり、令和４年度における販売実績は 1,156

冊であった。 

 

３ 事務室の賃貸 

平成 12 年７月１日、貸主として静岡県薬剤師会、借主として静岡県病院薬剤師会との間に

静岡県薬剤師会館の２階の事務室 39.75 ㎡を物件とする建物賃貸借契約を締結している。令

和４年４月１日付けをもって同契約の継続更新（自動更新）を行った。 

 

＜管理部門＞ 

１ 地域・職域薬剤師会の法人化の支援 

静岡県薬剤師会は、県内 20 団体の地域・職域薬剤師会の法人格の取得を促進しているとこ

ろであり、必要に応じて助言を行っている。 

令和５年３月 31日現在の法人格取得の地域・職域薬剤師会は次のとおりである。 

［法人格取得の地域薬剤師会］ 

一般社団法人沼津薬剤師会／一般社団法人富士市薬剤師会／一般社団法人富士宮市薬剤師

会／一般社団法人静岡市薬剤師会／一般社団法人焼津市薬剤師会／一般社団法人藤枝薬剤

師会／一般社団法人小笠袋井薬剤師会／特定非営利活動法人磐田薬剤師会／一般社団法人

12 3 月 28 日 重複投与防止へ電子化 県薬剤師会常務理事 菅沼貴仁 
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浜松市薬剤師会 

 

２ 会員拡充対策の検討 

会員の拡充対策については、総務部において検討しているところであり、令和５年度への継

続課題とした。 

また、平成 25 年度から引き続き、会員拡充対策の一環として、静岡県薬剤師会会員が所属

する薬局（店舗）であることを証明するための「静岡県薬剤師会会員章」を、夫々の薬局に配

付した。 

 

３ 地域・職域連絡協議会の開催 

（１）地域・職域連絡協議会 

【第１回】 

開催日：７月 31日（日） 

場所：静岡県薬剤師会館 

報告事項：①薬学教育関連事項について、②臨床研究を行う際の同意の取得について、③第 55

回日本薬剤師会学術大会（宮城県）への参加について、④健康サポート薬局制度へ

の対応について、⑤地域薬学ケア専門薬剤師制度について、⑥地地域連携薬局推進

のための医療機関と薬局の連携モデル事業の実施について、⑦オンライン診療に伴

う緊急避妊薬処方への対応、⑧薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業について、

⑨お薬手帳活用に関する研修会について、⑩偽造処方箋及び多重受診に関する注意

喚起について、⑪新型コロナワクチン接種への協力状況及びラゲブリオ・パキロビ

ッドパック対応薬局の状況等について、⑫東海北陸厚生局及び静岡県による保険薬

局・薬剤師指導方針について、⑬「保険医療機関等電子申請・届出等システム」の

運用について、⑭いわゆる「敷地内薬局」に関する情報提供のお願いについて、⑮

電子処方箋発行への対応について、⑯ウクライナへの支援金について、⑰日本薬剤

師会政策提言 2022 について、⑱日本薬剤師会「第 100 回定時総会」について、⑲

日本薬剤師会「令和４年度第２回都道府県会長協議会」について、⑳その他 

協議事項：①第 55 回東海薬剤師学術大会（静岡大会）開催への対応、②薬局薬剤師の業務及

び薬局の機能に関するワーキンググループとりまとめについて、③その他 

【第２回】 

開催日：１月 29日（日） 

場所：静岡県薬剤師会館 

報告事項：①薬学教育関連事項について、②健康サポート薬局制度への対応について、③

オンライン診療に伴う緊急避妊薬処方への対応について、④オンライン服薬指

導の実施要領等について、⑤電子処方箋発行への対応、⑥令和３年度医薬品販

売制度実態把握調査結果について、⑦令和５年度薬学講座の実施方針について、

⑧新型コロナウイルス感染症に関する対応について、⑨社会保険診療報酬支払

基金の審査事務の集約について、⑩返戻再請求及び再審査申出のオンライン化

等について(協力依頼)、⑪最近の保険薬局指導・監査状況について、⑫薬剤師
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資格証（HPKI カード）の発行等について、⑬日本薬剤師会「令和４年度第４回

都道府県会長協議会」について、⑭その他 

協議事項：①医療機関等物価高騰対策支援金について（薬局等への支援に関する新型コロ

ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金における「電気・ガス・食料品等価

格高騰重点支援地方交付金」の活用について）、②認定薬局制度の推進につい

て、③その他 

（２）地域ブロック協議会 

【東部ブロック】 

開催日：12 月 20 日（火） 

場 所：富士市文化会館（富士市）、Web 併用 

出席者：石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理事、鈴木常務理事 

【中部ブロック】 

開催日：２月 18日（土） 

場 所：パルシェ JR 静岡駅ビル（静岡市葵区） 

出席者：石川会長、岡田・増田・原田副会長、杉井専務理事、天野・菅沼常務理事 

【西部ブロック】 

開催日：11 月 17 日（木） 

場 所：浜松市薬剤師会 研修室（浜松市） 

出席者：石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理事、品川・菅沼常務理事 

 

４ 危機管理（災害対策を含む）への対応 

    災害や事故等が発生すると、被害を受けた事業所の操業度（製品供給量など）はその時点

で急落し、被害が大きい場合は操業不能な状況に陥ることが想定される。その後、災害や事

故等の発生から時間が経つにつれて操業度は回復してくるが、必ずしも 100％まで回復でき

るとは限らず、また、その回復時間が長くなればなるほど損失は大きくなる。 

そのため、県薬剤師会は災害が発生した場合でも重要な業務は中断せず、或いは早期に業

務を再開させるための計画として、平成 27 年９月に「静岡県薬剤師会業務継続計画」（震災

対策編）を策定し、これに伴う備蓄資材につき検討した。 

 

５ 業務のデジタル化の推進 

各地域薬剤師会の研修会 Web 化についてアンケート調査を行った。コロナ禍の影響により、

Web 研修会の機会は増えた一方、地域によっては、研修会の Web 化が進展した地域、現状変化

なし、後退した地域もあった。後退の原因として、PECS の導入により、PC などの購入に、予

算や手間がとられる等の理由が挙げられた。アンケート結果は会報にて発表した。 

令和５年１月から「日本薬剤師会研修プラットフォーム」が稼働したが、令和４年度におい

ては、まだ全国の薬剤師会の利用状況は芳しくない。今後は、静岡県においても同プラットフ

ォームの活用に関する説明会等を開催する予定。 

 

６ 日本薬剤師会ＨＰＫＩ（Health Public Key Infrastructure：保健医療福祉分野の公開鍵
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基盤）認証局（薬剤師資格証の発行）への対応 

日本薬剤師会では電子処方箋に必要となる薬剤師資格証の大量発行が見込まれることから、

令和４年 10 月より発行方法の変更を行い、都道府県薬剤師会との連携が必要となる業務に対

しての見直しと交付関連業務に関する覚書の締結を進めている。 

これを受け、静岡県薬剤師会は日本薬剤師会との覚書の締結と同時に、地域薬剤師会向けに

実務説明会の開催を行い、全地域薬剤師会と覚書の締結を交わした。 

県内に交付された薬剤師資格証数は、令和５年２月末時点で会員 602 名、会員外 29名の 631

名である。 

 

７ 薬事功労者、学校保健功労者等の表彰及び推薦 

（１）叙勲の受章 

春の叙勲において、石川優子氏（静岡市）、熊谷猛氏（浜松市）が薬事功労における「旭

日双光章」に浴された。 

（２）薬事功労者の表彰 

薬事衛生の向上等に顕著な功績のあった薬事功労者に対し、その労を報いるための表彰状

等の贈呈が行われた。 

＜厚生労働大臣表彰＞ 

植 兆満（浜松市）、川上 純一（病院） 

＜静岡県知事表彰＞ 

品川 彰彦（浜松市） 

＜日本薬剤師会賞＞ 

明石 文吾（三島市） 

＜日本薬剤師会有功賞＞ 

小野 和子（三島市）、杉山 博文（北駿）、中村 和夫（藤枝） 
＜静岡県薬事振興会会長表彰＞ 

板井 和広（沼津市）、神戸 研一（焼津市）、小山 平太郎（榛原） 

横山 敦（小笠袋井）、栗原 孝行（磐田）、月井 英喜（浜松） 

井上 正久（病院） 

＜静岡県薬剤師会会長表彰＞ 

堀野 泰司（伊東熱海）、永瀬 知彦（沼津）、無藤 茂之（沼津） 
勝又 英司（北駿）、和田 泰明（富士市）、中川 喜文（富士宮市） 
河西 きよみ（静岡市）、西島 秀明（焼津市）、宮崎 博光（島田） 
山村 行範（磐田） 

（３）薬物乱用防止功労者の表彰 

薬物乱用防止の向上等に顕著な功績のあった薬物乱用防止功労者に対し、感謝状が贈られ

た。 

＜厚生労働省医薬・生活衛生局長感謝状＞ 

  石原 由美（浜松市） 

   ＜静岡県知事褒状＞ 
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    西島 由仁（浜松市） 

（４）学校保健功労者の表彰 

学校保健の向上等に顕著な功績のあった学校保健功労者に対し、その労に報いるための表

彰状等の贈呈が行われた。 

＜文部科学大臣表彰＞ 

秋山 欣三(静岡市) 

＜静岡県学校保健会表彰＞ 

鈴木 祐一（伊東熱海）滝口 秀之（北駿）佐野 礼子（富士宮市）西島 秀明     

（焼津市）大石 雅宣（小笠袋井）鶴田 徹也（浜松市）横田 俊之（浜松市） 

 
８ 日薬共済部、薬剤師賠償責任保険及びサイバー保険、休業補償保険・長期休暇保障保険、ア

ンチ・ドーピング活動保険、新型コロナウイルス感染症対応日薬店舗休業補償制度、薬剤（商

品）補償制度への加入の促進 

（１）日薬共済部 

日本薬剤師会会員の弔慰金、配偶者弔慰金、火災見舞金及び災害見舞金を支給する制度で

ある。 

  令和５年３月末日現在の部員数は、静岡県 70名（全国 972 名）であった。 

（２）薬剤師賠償責任保険制度 

薬剤師が安心して日々の業務に専念できるよう、薬剤師業務における偶然の事故によって、

被害者に対して法律上の賠償責任を負うことにより被る損害に対して保険料が支払われる

もので、日本薬剤師会の正会員対象の制度である。 

令和５年３月末日現在の加入件数は、薬剤師契約は静岡県 254 名（全国 14,520 名）、薬局

契約は静岡県 795 名（全国 25,132 名）であった。 

（３）サイバー保険制度 

制度の概要は次のとおりであり、日本薬剤師会の正会員である開設者、法人代表者又は管

理薬剤師対象の制度である。 

令和５年３月末日現在の加入件数は、静岡県 396 名（全国 11,057 名）であった。 

ア サイバー攻撃、デジタルコンテンツ 不当事由、情報漏えいまたはそのおそれ、IT ユー

ザー業務による偶然な事由によって、法律上の賠償責任を負担することに よって被る、

損賠賠償金や訴訟費用などが支払われる。 

  イ  サイバー攻撃の発生および情報漏えい等の発生に起因して生じる「事故対応特別 費

用」「サイバー攻撃対応費用」「情報漏えい対応費用」「法令等対応費用」の 4 種で、事故

調査から解決／再発防止までの諸費用が支払われる。 

（４）休業補償保険制度 

病気やケガで、就業不能の場合に、最大 12 か月間、契約の保険金を支払うものであって、

日本薬剤師会の正会員対象の制度である。 

令和５年３月末日現在の加入件数は、静岡県５名（全国 544 名）であった。 

（５）長期休業補償保険制度 

就業障害状態の場合に最長満 70 歳（満 65歳以上の方は３年間）まで、減少した収入を補
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償するものであって、日本薬剤師会の正会員対象の制度である。 

令和５年３月末日現在の加入件数は、静岡県５名（全国 226 名）であった。 

（６）アンチ・ドーピング活動保険制度 

日本アンチ・ドーピング機構（ＪＡＤＡ）が「アンチ・ドーピング規則違反」として公表

したドーピングで起こる損害賠償請求を保証するもので、日本薬剤師会の正会員対象の制度

である。 

令和５年３月末日現在の加入件数は、静岡県 32名（全国 1,148 名）であった。 

（７）新型コロナウイルス感染症対応日薬店舗休業補償制度 

職員が新型コロナウイルスに感染または濃厚接触した場合に、一時的に休業を余儀なくさ

れた時の喪失利益、消毒費用、PCR 検査費用などを補償する制度である。 

令和５年３月末日現在の加入件数は、静岡県 128 名（全国 4,459 名）であった。 

（８）薬剤（商品）補償制度 

日薬正会員である「開設者」、「法人代表者」、または「管理薬剤師」として登録のある薬

局（または店舗販売業）を対象に、一般的な火災保険では補償されない薬剤配達中の事故に

よる損傷や、保冷庫の温度設定ミスや自然災害等に起因した停電による保冷庫の機能停止を

原因とした薬剤の損傷を補償する制度である。 

令和５年３月末日現在の加入件数は、静岡県 66名（全国 1,562 名）であった。 

 

９ 静岡県医師会、静岡県歯科医師会、静岡県病院協会、静岡県病院薬剤師会、静岡県薬事振興

会等関係団体との連携・協力 

静岡県医師会及び静岡県歯科医師会とは、各種関連事業について連携・協調しており、その

他保健・医療・福祉関係団体とも関連事業を通じて連携した。 

静岡県薬事振興会、静岡県生活科学検査センター、静岡県病院協会、静岡県腎臓バンク、静

岡県予防医学協会、静岡県学校保健会の理事又は評議員として役員を派遣するなど、関係団体

の事業推進に協力した。 

 

10 静岡県薬剤師会館の管理運営 

平成 12 年３月竣工の「静岡県薬剤師会館」の保守管理を行った。 

  

-50-



令和４年度静岡県薬剤師会会務・事業誌

会    議   ・   事    業   名 月 日 曜 場　　所 出席者等

静岡県生活科学検査センター用件 ４ １ 金 県生活科学検査センター焼津検査所（焼津市） 石川会長

県薬事務局辞令交付 ４ １ 金 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 石川会長、杉井専務理事

東海北陸厚生局静岡事務所、県国民健康保険課と県薬との打合
せ会

４ ７ 木 静岡県薬剤師会館(静岡市駿河区)
石川会長、岡田副会長、杉井専務理事、天野・大重・植・
菅沼・鈴木常務理事、小鷹理事

県薬ホームページに係る報告会 ４ ７ 木 静岡県薬剤師会館(静岡市駿河区)
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、鈴木・菅沼常
務理事、川口理事

静岡市薬剤師会「薬学生実務実習」講演 ４ ７ 木 静岡市薬剤師会館(静岡市駿河区) 石川会長

県薬「令和４年度調剤報酬改定に関する説明会」（西部） ４ ９ 土 アクトシティ浜松コングレスセンター（浜松市中区）
石川会長、岡田副会長、安達・天野・小笠原・植・菅沼・
鈴木常務理事他

「令和４年度地域連携薬局推進のための医療機関と薬局の連携モ
デル事業（焼津地域モデル事業）」に係る説明

４ １２ 火 大覚寺薬局（焼津市） 杉井専務理事

社会保険診療報酬支払基金静岡支部「令和４年度第13回運営委
員会」

４ １３ 水
社会保険診療報酬支払基金静岡支部（静岡市駿
河区）

石川会長

県薬「令和４年度第１回正副会長会議」 ４ １４ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

県薬「令和４年度第１回理事会」 ４ １４ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、各役員

令和4年度委託事業に係る打合せ ４ １４ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
岡田副会長、杉井専務理事、安達・天野・大重・植・菅
沼・鈴木常務理事、松永理事

県薬「令和４年度第１回地域医療部会議」 ４ １４ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
増田副会長、小笠原・河西・小西・品川・山口常務理事、
鈴木・曾根・村松理事

県薬「令和４年度第１回会報編集委員会」 ４ １４ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
秋山副会長、鈴木・菅沼常務理事、川口・松永理事、各
委員

県薬「令和４年度調剤報酬改定に関する説明会」（東部） ４ １６ 土 プラサヴェルデ（沼津市）
岡田副会長、天野・小笠原・植・鈴木常務理事、鈴木・曾
根理事他

県福祉長寿政策課「令和４年度静岡県長寿社会保健福祉計画推
進・策定部会意見交換会」

４ ２６ 火 （Web会議） 山口常務理事

県薬「令和４年度第１回研究倫理審査委員会」 ４ ２６ 火 （Web会議） 原田副会長、安達・伊藤・大重常務理事、林理事他

県薬「令和4年度第1回スポーツファーマシスト委員会」 ４ ２６ 火 （Web会議） 齋藤・菅瀬スポーツファーマシスト委員会委員

東海北陸厚生局「令和４年度第２回保険薬局個別指導」（東部） ４ ２８ 木 静岡県東部総合庁舎（沼津市） 鈴木理事

県薬「令和４年度第２回正副会長会議」 ４ ２８ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

県生活科学検査センター「監事監査」 ５ ６ 金 県生活科学検査センター焼津検査所（焼津市） 石川会長、戸塚・三浦監事

県病院協会「令和４年度第１回理事会」
５ ９ 月 浮月楼（静岡市葵区） 原田副会長

「令和４年度地域連携薬局推進のための医療機関と薬局の連携モデル事
業「藤枝地域モデル事業）」に係る藤枝平成記念病院への説明

５ １０ 火 藤枝平成記念病院（藤枝市） 岡田副会長、植常務理事、松永理事

社会保険診療報酬支払基金静岡支部「令和４年度第14回運営委
員会」

５ １１ 水
社会保険診療報酬支払基金静岡支部（静岡市駿
河区）

石川会長

県薬「令和４年度第３回正副会長会議」 ５ １２ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

県薬「令和４年度第２回理事会」 ５ １２ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、各役員

県薬「令和４年度第１回学校保健部会議」 ５ １２ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 秋山副会長、天野・山口常務理事、川口理事

県薬「令和４年度第２回地域医療部会議」 ５ １２ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
増田副会長、小笠原・河西・小西・品川・山口常務理事、
鈴木・曾根・村松理事

県薬「令和４年度認定実務実習指導薬剤師養成講習会に関する打
合せ」

５ １２ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 原田副会長、安達・植常務理事

県生活科学検査センター「理事会」 ５ １３ 金 ペガサート（静岡市葵区） 石川会長、岡田・増田副会長、戸塚・三浦監事

県薬「令和４年度薬歴管理に関する研修会」 ５ １４ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
岡田副会長、安達・天野・小笠原・植・鈴木常務理事、小
鷹・鈴木・曾根・松永理事

県薬「令和４年度第１回職能対策部会議」 ５ １４ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
岡田副会長、安達・天野・大重・小笠原・植・菅沼・鈴木常
務理事、小鷹・鈴木・曾根・松永理事

県薬「第３回第55回東海薬剤師学術大会ワーキンググループ会
議」（Web併用）

５ １９ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）（Web併用）
原田副会長、安達・伊藤・河西・植常務理事、小鷹・林理
事他

東海北陸厚生局「令和４年度第３回保険薬局個別指導」（中部） ５ ２０ 金 静岡県静岡総合庁舎（静岡市駿河区） 小鷹理事

東海四県薬剤師会会長会議 ５ ２１ 土 （Web会議） 石川会長

東海四県薬剤師会会長、日薬代議員及び事務局長会議 ５ ２１ 土 （Web会議）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、植常務理事、後藤事務局長

県腎臓バンク「第39回理事会」 ５ ２３ 月
静岡男女共同参画センター「あざれあ」（静岡市葵
区）

岡田副会長

静岡県病院協会「令和4年度通常総会」・「記念講演会」 ５ ２３ 月 ホテルアソシア静岡（静岡市葵区） 原田副会長

東海北陸厚生局「令和４年度第４回保険薬局個別指導」（西部） ５ ２４ 火 静岡県浜松総合庁舎（浜松市中区） 菅沼常務理事、髙野職能対策委員会委員

日薬「令和４年度第１回都道府県会長協議会」 ５ ２５ 水 四谷安田ビル（日薬会議室）（東京都新宿区） 石川会長

「令和４年度地域連携薬局推進のための医療機関と薬局の連携モデル事
業（焼津地域モデル事業）」に係る焼津市立総合病院・甲賀病院への説明

５ ２５ 水 焼津市立綜合病院・甲賀病院（焼津市） 岡田副会長、天野・植常務理事

県薬「令和４年度第４回正副会長会議」 ５ ２５ 水 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

「令和４年度地域連携薬局推進のための医療機関と薬局の連携モデル事
業（焼津地域モデル事業）」に係る焼津市薬剤師会会員への説明

５ ２５ 水 焼津文化会館（焼津市） 植常務理事

しずおか健康長寿財団「しずおか健康いきいきフォーラム21監事監
査」

５ ２６ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 石川会長

県薬「令和４年度監事監査」 ５ ２６ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山副会長、杉井専務理事、品川常務理事、
戸塚・三浦監事

東海北陸地方社会保険医療協議会静岡部会 ５ ２７ 金 静岡労政会館（静岡市葵区） 石川会長

東海北陸厚生局「令和４年度第５回保険薬局個別指導」（東部） ５ ２７ 金 静岡県東部総合庁舎（沼津市） 曾根理事
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東海地区調整機構「2022年度第１回東海地区調整機構委員会・合
同会議」（Web会議）

 ５ ２８ 土 （Web会議） 原田副会長、安達・大重常務理事

県生活科学検査センター「評議員会」 ５ ３０ 月 ペガサート（静岡市葵区） 石川会長、秋山副会長

県生活科学検査センター「理事会」 ５ ３０ 月 ペガサート（静岡市葵区） 石川会長、岡田・増田副会長、戸塚・三浦監事

県薬「第55回東海薬剤師学術大会シンポジウム」への協力依頼の
ため薬学部長訪問

５ ３０ 月 静岡県立大学（静岡市駿河区） 原田副会長

県薬「令和４年度第１回高齢者くすりの相談室事例集編集会議」 ５ ３０ 月 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 原田副会長、伊藤常務理事他

県薬「令和４年度第５回正副会長会議」 ６ ２ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

県薬「令和４年度第３回理事会」 ６ ２ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、各役員

県薬「令和４年度第１回学術情報部会議」 ６ ２ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
原田副会長、安達・伊藤・大重・河西・植常務理事、小
鷹・林理事

県薬「令和４年度第２回会報編集委員会」 ６ ２ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 秋山副会長、菅沼常務理事、川口・松永理事、各委員

県薬「令和４年度第１回職能対策委員会」 ６ ４ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、岡田副会長、安達・天野・大重・小笠原・植・
菅沼・鈴木常務理事、小鷹・曾根・松永理事、各委員

県薬「令和４年度第３回地域医療部会議」 ６ ５ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
増田副会長、杉井専務理事、小笠原・河西・小西・品川・
山口常務理事、曾根・村松理事

県薬「令和４年度地域薬剤師会地域医療担当者会議」 ６ ５ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、増田副会長、杉井専務理事、小笠原・河西・
小西・品川・山口常務理事、曾根・村松理事他

県薬「令和４年度第１回在宅訪問推進委員会」 ６ ５ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
増田副会長、杉井専務理事、小笠原・河西・小西・品川・
山口常務理事、曾根・村松理事、各委員

第90回認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップに関する打合
せ

６ ７ 火 （Web打合せ） 原田副会長、安達・植常務理事

社会保険診療報酬支払基金静岡支部「令和４年度第15回運営委
員会」

６ ８ 水
社会保険診療報酬支払基金静岡支部（静岡市駿
河区）

石川会長

静岡県医師会「令和４年度第１回シズケア＊かけはし運用検討委
員会」

６ ９ 木 静岡県医師会館（静岡市葵区）（Web併用） 河西常務理事

第55回東海薬剤師学術大会東海四県事前打合せ会 ６ １１ 土 愛知県薬剤師会館（愛知県名古屋市）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、各役員

第90回認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップタスクフォース
事前打合せ

６ １２ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 原田副会長、安達・大重・植・菅沼・鈴木常務理事他

日薬「オンライン診療に伴う緊急避妊薬の調剤に関する研修会」に
係る説明会

６ １３ 月 （Web説明会） 小笠原・植常務理事

磐田地域モデル事業「麻薬小売業者間譲渡研修講演」 ６ １３ 月 磐田市急患センター（磐田市） 鈴木・植常務理事

県学校保健会「令和４年度第１回理事会」 ６ １６ 木 静岡県教育会館（静岡市葵区） 秋山副会長、山口常務理事

県8020推進住民会議「第１回静岡県8020推進住民会議（Web併催） ６ １６ 木 （Web会議） 秋山副会長

東海北陸厚生局「令和４年度第６回保険薬局個別指導」（西部） ６ １７ 金 静岡県浜松総合庁舎（浜松市中区） 植常務理事

県薬「令和４年度第２回職能対策部会議」 ６ １８ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
岡田副会長、安達・天野・大重・小笠原・植・菅沼・鈴木常
務理事、小鷹・鈴木・曾根・松永理事

県薬「第107回定時総会」 ６ １９ 日 グランディエールブケトーカイ（静岡市葵区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、各役員他

県薬「令和４年度第２回高齢者くすりの相談室事例集編集会議」 ６ ２０ 月 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 原田副会長、伊藤常務理事他

日本スポーツ協会「202年度国民体育大会に向けたアンチ・ドーピン
グ情報提供会（リアルタイム、オンデマンド配信は6/24～7/25）

６ ２１ 火 （Web配信・7/3配信視聴） 大重常務理事他

県教育委員会「令和４年度新規採用養護教員校外研修」講義 ６ ２２ 水 静岡県総合教育センター（掛川市） 秋山副会長

榛原薬剤師会「改正薬機法に関する説明会」 ６ ２２ 水 榛原医師会館（牧之原市） 天野常務理事

東海北陸厚生局「令和４年度第７回保険薬局個別指導」（東部） ６ ２３ 木 静岡県東部総合庁舎（沼津市） 鈴木常務理事

県薬事振興会「令和４年度定時総会」「令和４年度第１回理事会」 ６ ２３ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 石川会長、増田副会長

県薬「メディア啓発事業に関する打合せ」 ６ ２３ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 秋山副会長、菅沼・鈴木常務理事、川口・松永理事

「令和４年度地域連携薬局推進のための医療機関と薬局の連携モデル事
業（焼津地域モデル事業）」に係る焼津市薬剤師会会員への説明

６ ２３ 木 焼津文化会館（焼津市） 天野・植常務理事

日薬「第100回定時総会」（1日目） ６ ２５ 土 ホテルイースト21東京（東京都江東区） 石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長

日薬「第100回定時総会」（2日目） ６ ２６ 日 ホテルイースト21東京（東京都江東区） 石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長

県薬「令和４年度認定実務実習指導薬剤師養成講習会（第１回）」
（ビデオ講習）

６ ２６ 日 浜松市薬剤師会研修室（浜松市中区） 安達・植常務理事他

東海北陸地方社会保険医療協議会静岡部会 ６ ２７ 月 静岡労政会館（静岡市葵区） 石川会長

県薬「第４回第55回東海薬剤師学術大会ワーキンググループ会
議」（ハイブリッド会議）

６ ２７ 月 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
原田副会長、安達・伊藤・大重・植常務理事、小鷹・林理
事他

県薬「災害時における情報連絡システム「Biz安否確認for docomo」
に関する説明会」に係る打合せ

６ ２７ 月 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 秋山副会長、鈴木常務理事

東海北陸厚生局「令和４年度第８回保険薬局個別指導」（中部） ６ ２８ 火 静岡県静岡総合庁舎（静岡市駿河区） 大重常務理事、池田職能対策委員会委員

第90回認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップに関する打合
せ

６ ２８ 火 （Web打合せ） 原田副会長、安達・植常務理事

県薬「令和４年度第６回正副会長会議」 ６ ３０ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

県薬「令和４年度健康サポート薬局のための技能習得型研修　健
康サポートのための多職種連携研修会（研修会Ａ）」

７ ３ 日 三島商工会議所(三島市)
石川会長、岡田副会長、杉井専務理事、安達・天野・小
笠原・鈴木常務理事、鈴木・曾根理事他

静岡新聞社「『Futureしずおか』高校課外授業in藤枝東高校」講師 ７ ４ 月 藤枝東高校（藤枝市） 増田副会長

県薬「令和４年度毒物劇物取扱者試験準備講習会」（1日目） ７ ９ 土 もくせい会館（静岡市葵区） 秋山副会長、菅沼常務理事、川口理事

県薬「令和４年度緩和ケア対応研修会（1回目）」 ７ ９ 土
沼津薬剤師会医薬分業推進支援センター（沼津
市）

増田副会長、品川・山口常務理事、鈴木・曾根理事

県薬「令和４年度毒物劇物取扱者試験準備講習会」（２日目） ７ １０ 日 もくせい会館（静岡市葵区） 秋山副会長、小西・鈴木常務理事、松永・村松理事

県薬「令和４年度薬剤師認知症対応力向上研修」（１回目）（Web併
用）

７ １０ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）（Web併用） 増田副会長、小笠原・河西・品川常務理事、鈴木理事
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社会保険診療報酬支払基金静岡支部「令和４年度第16回運営委
員会」

７ １３ 水
社会保険診療報酬支払基金静岡支部（静岡市駿
河区）

石川会長

県疾病対策課「令和４年度静岡県難病医療連携協議会（Web開催） ７ １３ 水 （Web会議） 岡田副会長

県薬「令和４年度第７回正副会長会議」 ７ １４ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

県薬「令和４年度第４回理事会」 ７ １４ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、各役員

県薬「令和４年度第４回地域医療部会議」 ７ １４ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
増田副会長、小笠原・品川・山口常務理事、曾根・村松
理事

県薬「第55回東海薬剤師学術大会会場下見」 ７ １５ 金 グランシップ（静岡市駿河区） 原田副会長、伊藤・安達・植常務理事、林・小鷹理事他

県薬「令和４年度第３回高齢者くすりの相談室事例集編集会議」 ７ １５ 金 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 原田副会長、伊藤常務理事他

第90回認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップタスクフォース
直前研修

７ １６ 土 静岡県立大学（静岡市駿河区）
原田副会長、伊藤・安達・大重・植・菅沼・鈴木常務理
事、林理事

第90回認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップin東海（静岡）
（１日目)

７ １７ 日 静岡県立大学（静岡市駿河区）
石川会長、原田副会長、伊藤・安達・大重・植・菅沼・鈴
木常務理事、林理事

第90回認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップin東海（静岡）
（２日目)

７ １８ 月 静岡県立大学（静岡市駿河区）
石川会長、原田副会長、伊藤・安達・大重・植・菅沼・鈴
木常務理事、林理事

静岡県病院協会「令和4年度第１回医療安全・感染防止対策部会」
（Web開催）

７ １９ 火 （Web会議） 原田副会長

日薬「日本医療薬学会『地域薬学ケア専門薬剤師制度』における
連携研修マッチングに係る全国説明会（Web開催）

７ １９ 火 （Web開催） 大重常務理事

東海北陸厚生局「令和４年度第９回保険薬局個別指導」（西部） ７ ２１ 木 静岡県浜松総合庁舎（浜松市中区） 安達常務理事、髙野職能対策委員会委員

静岡市薬剤師会「薬学生実務実習」講義講師 ７ ２１ 木 静岡市薬剤師会館（静岡市） 石川会長

県薬事課「令和４年度静岡県献血推進大会」 ７ ２２ 金 静岡労政会館（静岡市葵区） 大重常務理事

静岡県薬剤師国民健康保険組合「令和４年度第１回組合会」 ７ ２３ 土 静岡グランドホテル中島屋（静岡市葵区） 石川会長他

国際オリンピック委員会他「東京2020大会1周年記念セレモニー」 ７ ２３ 土 国立競技場（東京都新宿区） 原田副会長

県薬「令和４年度在宅医療における褥瘡研修会（１回目） ７ ２４ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 増田副会長、小笠原・河西・小西・曾根・村松理事

県薬「第５回第55回東海薬剤師学術大会ワーキンググループ会
議」（Web会議）

７ ２５ 月 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
原田副会長、安達・伊藤・大重・河西・植常務理事、小
鷹・林理事他

東海北陸厚生局「令和４年度第10回保険薬局個別指導」（中部） ７ ２６ 火 静岡県静岡総合庁舎（静岡市駿河区） 天野常務理事、藤原職能対策委員会委員

東海北陸地方社会保険医療協議会静岡部会 ７ ２６ 火 静岡労政会館（静岡市葵区） 石川会長

日薬「令和４年度第２回都道府県会長協議会」（Web開催に変更） ７ ２７ 水 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 石川会長

県薬「令和４年度第８回正副会長会議」 ７ ２７ 水 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

東海北陸厚生局「令和４年度第11回保険薬局個別指導」（東部） ７ ２８ 木 静岡県東部総合庁舎（沼津市） 小鷹理事、板井職能対策委員会委員

県薬「令和４年度学校環境衛生優良学校の表彰候補学校一次審
査会」（Web配信）

７ ３０ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）（Web配信） 秋山副会長、天野・山口常務理事、川口理事

県薬「令和４年度第１回地域薬剤師会学校薬剤師担当者会議」
（Web配信）

７ ３０ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）（Web配信） 石川会長、秋山副会長、山口常務理事、川口理事

県薬「令和４年度第１回学校薬剤師委員会」（Web配信） ７ ３０ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）（Web配信） 秋山副会長、天野・山口常務理事、川口理事

県薬「令和４年度第３回職能対策部会議」 ７ ３０ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
岡田副会長、安達・天野・大重・小笠原・植・菅沼・鈴木常
務理事、小鷹・鈴木・曾根・松永理事

県薬「令和４年度第１回地域・職域連絡協議会」 ７ ３１ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、各役員他

日本学校保健会「第73回関東甲信越静学校保健大会」（Web開催） ８ ４ 木 （Web開催） 天野常務理事、川口理事

県薬「令和４年度第９回正副会長会議」 ８ ４ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

県薬「令和４年度第５回理事会」 ８ ４ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、各役員

県薬「令和４年度第２回学校保健部会議」 ８ ４ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 秋山副会長、川口理事

県薬「令和４年度第５回地域医療部会議」 ８ ４ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
増田副会長、小笠原・河西・小西・品川、鈴木・曾根・村
松理事

県薬「令和４年度第３回会報編集委員会」 ８ ４ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
秋山副会長、鈴木・菅沼常務理事、川口・松永理事、各
委員

県薬「災害時における情報連絡システム「Biz安否確認for docomo」
に関する説明会」

８ ６ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
秋山副会長、杉井専務理事、鈴木・菅沼常務理事村松
理事

県薬「令和4年度第１回災害対策委員会」 ８ ６ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
秋山副会長、杉井専務理事、鈴木・菅沼常務理事、村松
理事、各委員

県薬「令和４年度健康サポート薬局のための技能習得型研修　健
康サポートのための薬剤師の対応研修（研修会Ｂ）」

８ ７ 日 三島商工会議所(三島市）
石川会長、岡田副会長、安達・鈴木・常務理事、鈴木・松
永理事

県薬事課「令和４年度第１回薬学講座検討委員会」（Web併用） ８ ９ 火 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
秋山副会長、杉井専務理事、天野・山口常務理事、川口
理事

県薬「令和４年度第４回高齢者くすりの相談室事例集編集会議」 ８ １６ 火 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 原田副会長、伊藤常務理事他

シズケアサポートセンター（静岡県地域包括ケアサポートセンター）
「令和４年度地域包括ケア関係団体研修担当者による連絡会」

８ １８ 木 静岡県医師会館（静岡市葵区）（Web併用） 杉井専務理事

県健康増進課「令和４年度ふじのくに健康増進計画推進協議会領
域別部会（たばこ・アルコール・薬物部会）」

８ １９ 金 静岡市産学交流センター（静岡市葵区） 秋山副会長

県薬「令和４年度高度管理医療機器等の販売業等に関する継続研
修会」

８ １９ 金
（Web研修）受講者は３日間の任意の時間帯で日
薬作成YouTube動画を視聴

（Web研修）

県薬「令和４年度高度管理医療機器等の販売業等に関する継続研
修会」（Web研修）

８ ２０ 土 （Web研修）

県薬「令和４年度高度管理医療機器等の販売業等に関する継続研
修会」（Web研修）

８ ２１ 日 （Web研修）

日薬「令和4年度学校薬剤師部会 学校環境衛生検査技術講習・学
術研修会」

８ ２１ 日 ＴＫＰガーデンシティー竹橋（東京都千代田区） 宮澤学校薬剤師委員会委員

県薬「令和４年度学校薬剤師講習会」 ８ ２１ 日 （Web開催） 石川会長、秋山副会長、天野・山口常務理事、川口理事

県薬「令和４年度認定実務実習指導薬剤師養成講習会（第２回）」
（ビデオ講習）

８ ２１ 日
沼津薬剤師会医薬分業推進支援センター（沼津
市）

安達常務理事他
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県薬「第６回第55回東海薬剤師学術大会ワーキンググループ会
議」（ハイブリッド会議）

８ ２２ 月 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
原田副会長、安達・伊藤・大重・河西・植常務理事、小
鷹・林理事他

東海北陸厚生局「令和４年度第12回保険薬局個別指導」（中部） ８ ２３ 火 静岡県静岡総合庁舎（静岡市駿河区） 大重常務理事

県医療政策課「令和４年度第１回医療審議会」 ８ ２３ 火 グランディエールブケトーカイ（静岡市葵区） 石川会長、山口常務理事

「令和４年度地域連携薬局推進のための医療機関と薬局の連携モデル事
業（藤枝モデル事業）藤枝平成記念病院との連携事業説明会」

８ ２３ 火 小杉苑（藤枝市） 岡田副会長、杉井専務理事、植常務理事

県薬「令和４年度第10回正副会長会議」 ８ ２５ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

伊東熱海地域モデル事業「麻薬小売業者間譲渡研修会」 ８ ２５ 木 熱海いきいきプラザ（熱海市） 鈴木理事

焼津市薬剤師会「在宅医療に関する入門研修会」講演（Web研修） ８ ２５ 木 （Web研修） 藤ヶ谷在宅訪問推進委員会委員

東海北陸厚生局「令和４年度第13回保険薬局個別指導」（東部） ８ ２６ 金 静岡県東部総合庁舎（沼津市） 小鷹理事

東海北陸地方社会保険医療協議会静岡部会 ８ ２６ 金 静岡労政会館（静岡市葵区） 石川会長

県薬「令和４年度健康サポート薬局のための技能習得型研修　健
康サポートのための多職種連携研修会（研修会Ａ）」

８ ２８ 日 静岡商工会議所会館（静岡市葵区）
石川会長、岡田副会長、安達・天野・大重・小笠原・鈴木
常務理事、小鷹理事

東海北陸厚生局「令和４年度第14回保険薬局個別指導」（西部） ８ ３０ 火 静岡県浜松総合庁舎（浜松市中区） 菅沼常務理事

静岡がんセンター「令和４年度第１回静岡県がん診療連携協議会
支持療法部会」（Web会議）

９ ２ 金 （Web会議） 山口常務理事

県薬「令和４年度第５回高齢者くすりの相談室事例集編集会議」 ９ ６ 火 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 原田副会長、伊藤常務理事他

県薬「令和４年度第11回正副会長会議」 ９ ８ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

県薬「令和４年度第６回理事会」 ９ ８ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、各役員

県薬「令和４年度第４回職能対策部会議」 ９ ８ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
岡田副会長、安達・天野・大重・小笠原・植・菅沼・鈴木常
務理事、小鷹・鈴木・曾根・松永理事

県警察本部警備部「第6回『テロ対策ネットワーク静岡』総会」 ９ ９ 金 静岡県庁別館（静岡市葵区） 杉井専務理事

県国民健康保険課「令和４年度第１回静岡県国民健康保険運営協
議会」

９ ９ 金 静岡県庁別館（静岡市葵区） 山口常務理事(オンライン出席）

日薬「学校薬剤師部会東海ブロック連絡会議」 ９ １０ 土 ウインクあいち（愛知県名古屋市） 天野・山口常務理事、川口理事

県薬「令和４年度第２回職能対策委員会」 ９ １０ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
岡田副会長、安達・天野・大重・小笠原・植・菅沼・鈴木常
務理事、小鷹・鈴木・曾根・松永理事、各委員

県薬「令和４年度適正な調剤報酬等請求に関する講習会」 ９ １１ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
岡田副会長、安達・天野・大重・小笠原・植・菅沼・鈴木常
務理事、小鷹・鈴木・曾根理事

日薬「薬剤師資格証発行に係る実務説明会」(リアルタイム配信＋
YouTube の同時配信)

９ １４ 水 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 小西常務理事（県薬にて視聴）

静岡県薬剤師国民健康保険組合「令和４年度第３回理事会」 ９ １４ 水 レイアップ御幸町ビル（静岡市葵区） 石川会長他

東海北陸厚生局「令和４年度第15回保険薬局個別指導」（西部） ９ １５ 木 静岡県浜松総合庁舎（浜松市中区） 植常務理事、山村職能対策委員会委員

静岡県歯科医師会「静岡県在宅歯科医療推進室運営委員会」 ９ １５ 木 静岡県歯科医師会館（静岡市駿河区） 増田副会長

県薬事振興会「令和４年度第２回理事会」 ９ ２０ 火 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 石川会長、増田副会長

県薬「令和４年度薬剤師認知症対応力向上研修」（２回目）（Web併
用）

９ ２５ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）（Web併用） 増田副会長、小西・品川常務理事、鈴木・村松理事

県薬「第７回第55回東海薬剤師学術大会ワーキンググループ会
議」（ハイブリッド会議）

９ ２６ 月 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
原田副会長、安達・伊藤・大重・河西・植常務理事、小
鷹・林理事他

東海北陸地方社会保険医療協議会静岡部会 ９ ２７ 火 静岡労政会館（静岡市葵区） 石川会長

県薬「薬剤師資格証発行に係る実務説明会」（Web配信） ９ ２７ 火 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 石川会長、秋山副会長、小西・菅沼常務理事

東海北陸厚生局「令和４年度第16回保険薬局個別指導」（東部） ９ ２８ 水 静岡県東部総合庁舎（沼津市） 鈴木常務理事

県薬「令和４年度第12回正副会長会議」 ９ ２９ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

県学校保健会「令和４年度学校保健功労者表彰審査委員会」 ９ ２９ 木 静岡県男女共同参画センター 秋山副会長、山口常務理事

東海北陸厚生局「令和４年度第17回保険薬局個別指導」（中部） ９ ３０ 金 静岡県静岡総合庁舎（静岡市駿河区） 小鷹理事

令和４年度大規模地震時医療活動訓練（政府訓練） １０ １ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）他 石川会長、秋山副会長、杉井専務理事、村松理事

静岡県医師会「救急災害医療研修会」（ハイブリッド方式） １０ １ 土 （Web聴講） 菅沼・鈴木常務理事

静岡県医薬品登録販売者協会「令和４度第２回静岡県医薬品登録
販売者薬事研修会」講師

１０ ２ 日 静岡商工会議所会館（静岡市葵区） 安達常務理事

 静岡県看護協会「第１回特定行為研修管理委員会」 １０ ４ 火 エスパティオ県看護協会会議室（静岡市駿河区） 石川会長

 静岡がんセンター「静岡県がん診療連携協議会」（Web会議） １０ ６ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 石川会長

静岡県病院協会「令和４年度第１回医療安全推進研修会」（Web開
催）

１０ ６ 木 （Web会議） 原田副会長

社会保険診療報酬支払基金静岡審査委員会来訪 １０ ６ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 石川会長

日薬「令和４年度第３回都道府県会長協議会」 １０ ８ 土 江陽グランドホテル（宮城県仙台市） 石川会長

宮城県薬剤師会「ウェルカムパーティー」 １０ ８ 土 江陽グランドホテル（宮城県仙台市） 石川会長

日薬「第55回日本薬剤師会学術大会」（1日目） １０ ９ 日 仙台国際センター（宮城県仙台市） 石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、各役員他

日薬「第55回日本薬剤師会学術大会」（2日目） １０ １０ 月 仙台国際センター（宮城県仙台市） 石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、各役員他

ふくseeぬまづ福祉まつり実行委員会「第13回ふくseeぬまづ福祉ま
つり」への在宅医療等啓発出展

１０ １０ 月 キラメッセぬまづ 鈴木理事

県薬「令和４年度第１回地域薬学ケア専門薬剤師研修調整委員
会」

１０ １１ 火 （Web会議）
原田副会長、安達・伊藤・大重・河西・植常務理事、小
鷹・林理事他

社会保険診療報酬支払基金静岡審査委員会「令和４年度第１回審
査運営協議会」

１０ １２ 水
社会保険診療報酬支払基金静静岡審査委員会
事務局（静岡市駿河区）

石川会長
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岐阜県薬剤師会「災害薬事コーディネーターに関する勉強会」 １０ １２ 水 （Weｂ参加）静岡県薬剤師会館 杉井専務理事

県薬「令和４年度第13回正副会長会議」 １０ １３ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

県薬「令和４年度第７回理事会」 １０ １３ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、各役員

県薬「令和４年度第６回地域医療部会議」 １０ １３ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
増田副会長、小笠原・河西・小西・品川・山口常務理事、
鈴木・曾根・村松理事

県福祉長寿政策課「令和４年度第１回静岡県長寿社会保健福祉計
画推進・策定部会」

１０ １３ 木
グランディエールブケトーカイ（静岡市葵区）(Web
併用）

山口常務理事(Web）

県薬「令和４年度第４回会報編集委員会」 １０ １３ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
秋山副会長、鈴木・菅沼常務理事、川口・松永理事、各
委員

県薬「令和４年度第２回学術情報部会議」 １０ １３ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
原田副会長、安達・伊藤・大重・河西・植常務理事、小
鷹・林理事他

静岡市立清水病院・清水薬剤師会薬薬連携研修会（Web併用） １０ １３ 木 静岡市立清水病院（Web併用） 岡田副会長（Web参加）

清水薬剤師会「在宅医療に関する入門研修会」講演（Web併用） １０ １３ 木 静岡市立清水病院（Web併用） 宮城在宅訪問推進委員会委員

県要望（健康福祉部長） １０ １４ 金 静岡県庁西館（静岡市葵区） 石川会長、杉井専務理事

国際オリンピック委員会他「Ｔｈａｎｋ ｙｏｕ Ｔｏｋｙｏ！」 １０ １６ 日 国立競技場（東京都新宿区） 大重常務理事

県薬「令和4年度第2回スポーツファーマシスト委員会」 １０ １７ 月 （Web会議） 原田副会長、安達・大重常務理事、小鷹理事

東海北陸厚生局「令和４年度第18回保険薬局個別指導」（西部） １０ １８ 火 静岡県浜松総合庁舎（浜松市中区） 安達常務理事

県8020推進住民会議「第2回静岡県8020推進住民会議（Web併催） １０ １８ 火 （Web会議） 秋山副会長

県男女共同参画課「令和4年度しずおか男女共同参画推進会議全
体会]

１０ １９ 水 静岡県庁西館（静岡市葵区） 杉井専務理事

富士宮市薬剤師会「みややく薬と健康フェア」への在宅医療等啓発
出展

１０ １９ 水 富士宮市薬剤師会館（富士宮市） 曾根理事、渡邉在宅訪問推進委員

県薬事課・県薬事振興会「令和４年度薬事功労者表彰式」 １０ ２０ 木 グランディエールブケトーカイ（静岡市葵区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事他

東海北陸厚生局「令和４年度第19回保険薬局個別指導」（東部） １０ ２１ 金 静岡県東部総合庁舎（沼津市） 小鷹理事

東海四県薬剤師会専務理事及び事務局長会議 １０ ２１ 金 セントラルホテル（三重県桑名市） 杉井専務理事、後藤事務局長

県薬「令和４年度緩和ケア対応研修会（２回目）」 １０ ２２ 土 浜松市薬剤師会研修室（浜松市中区） 増田副会長、小笠原・品川常務理事、村松理事

県福祉長寿政策課「令和４年度第２回地域包括ケア推進ネットワー
ク会議」

１０ ２４ 月 グランディエールブケトーカイ（静岡市葵区） 増田副会長

県薬「第８回第55回東海薬剤師学術大会ワーキンググループ会
議」（ハイブリッド会議）

１０ ２４ 月 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
原田副会長、安達・伊藤・大重・河西・植常務理事、小
鷹・林理事他

東海北陸厚生局「令和４年度第20回保険薬局個別指導」（中部） １０ ２５ 火 静岡県静岡総合庁舎（静岡市駿河区） 植常務理事、瀧村職能対策委員会委員

東海北陸厚生局と保険指導薬剤師との打合せ １０ ２７ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
岡田副会長、安達・天野・大重・小笠原・植・菅沼・鈴木常
務理事、小鷹・鈴木・曾根・松永理事他

東海北陸地方社会保険医療協議会静岡部会 １０ ２７ 木 静岡労政会館（静岡市葵区） 石川会長

県薬「令和４年度第14回正副会長会議」 １０ ２７ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

藤枝薬剤師会「在宅医療に関する中級研修会」講演 １０ ２７ 木 藤枝市生涯学習センター（藤枝市） 原川在宅訪問推進委員会委員

県薬「アドバンストワークショップ等に関する打ち合わせ」 １０ ２８ 金 （Web会議） 原田副会長、安達・植常務理事

県薬「令和４年度第５回職能対策部会議」 １０ ２９ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
岡田副会長、安達・天野・大重・小笠原・植・菅沼・鈴木常
務理事、小鷹・鈴木・曾根・松永理事

県薬「令和４年度在宅医療における褥瘡研修会（２回目） １０ ３０ 日 浜松市薬剤師会研修室（浜松市中区）
増田副会長、小笠原・河西・小西・品川常務理事、村松
理事

日薬「令和４年度薬局ビジョン実現に向けた薬剤師のかかりつけ機能強化事業【第
2期】」における都道府県薬剤師会実施事業（モデル事業）に係る説明会」

１１ １ 火 （Web会議） 安達・河西常務理事

東海北陸厚生局「保険薬局集団的個別指導」（中部） １１ ２ 水 静岡県静岡総合庁舎（静岡市駿河区） 岡田副会長、松永理事

日本医薬品卸勤務薬剤師会東海ブロック合同研修会 １１ ２ 水 あいやくホール（名古屋市中区） 杉井専務理事

浜松市薬剤師会「第14回くすりと健康フェスタ～薬物乱用撲滅キャ
ンペーン」への在宅医療等啓発出展

１１ ３ 木 遠鉄百貨店新館（浜松市中区） 石川会長、品川常務理事

県薬「令和４年度健康サポート薬局のための技能習得型研修　健
康サポートのための薬剤師の対応研修（研修会Ｂ）」

１１ ３ 木 静岡商工会議所会館（静岡市葵区）
石川会長、岡田副会長、安達・大重・小笠原常務理事、
鈴木・松永理事

県薬事課「令和４年度静岡県薬物乱用防止県民大会」 １１ ５ 土 プラサヴェルデ（沼津市）
石川会長、秋山副会長、杉井専務理事、天野・山口常務
理事、川口理事

自民党県連「厚生問題対策連絡協議会」 １１ ８ 火 もくせい会館（静岡市葵区） 石川会長、杉井専務理事

社会保険診療報酬支払基金静岡審査委員会「令和４年度第２回審
査運営協議会」

１１ ９ 水
社会保険診療報酬支払基金静静岡審査委員会
事務局（静岡市駿河区）

石川会長

第55回東海薬剤師学術大会打合せ １１ ９ 水 グランシップ（静岡市駿河区） 原田副会長他

東海北陸厚生局「保険薬局集団的個別指導」（西部） １１ １０ 木 静岡県浜松総合庁舎（浜松市中区） 小笠原常務理事

県薬「令和４年度第15回正副会長会議」 １１ １０ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

県薬「令和４年度第８回理事会」 １１ １０ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、各役員

県薬「令和４年度第３回学術情報部会議」 １１ １０ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
原田副会長、安達・伊藤・大重・河西・植常務理事、小
鷹・林理事他

令和４年度全国学校保健・安全研究大会（１日目） １１ １０ 木
（Wｅｂ併用）盛岡市民文化ホール・いわて県民情
報交流センター（アイーナ）

秋山副会長、天野・山口常務理事、川口理事
（録画配信を視聴）

令和４年度全国学校保健・安全研究大会（２日目） １１ １１ 金
（Wｅｂ併用）盛岡市民文化ホール・いわて県民情
報交流センター（アイーナ）

秋山副会長、天野・山口常務理事、川口理事
（録画配信を視聴）

県薬「令和4年度第６回職能対策部会議」 １１ １２ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
岡田副会長、安達・天野・大重・小笠原・植・菅沼・鈴木常
務理事、小鷹・鈴木・曾根・松永理事

県薬「薬剤師ステップアップ研修会」 １１ １３ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、岡田副会長、安達・天野・大重・小笠原・植・
菅沼・常務理事、小鷹・鈴木・曾根・松永理事

県薬「第９回第55回東海薬剤師学術大会ワーキンググループ会
議」（ハイブリッド会議）

１１ １４ 月 （Web会議）
原田副会長、安達・伊藤・大重・河西・植常務理事、小
鷹・林理事他
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東海北陸厚生局「保険薬局集団的個別指導」（東部） １１ １６ 水 静岡県東部総合庁舎（沼津市） 鈴木常務理事

県薬「令和４年度地域ブロック協議会」（西部） １１ １７ 木 浜松市薬剤師会（浜松市中区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、品川・菅沼常務理事

第61回静岡県学校保健研究大会 １１ １７ 木 富士市ロゼシアター（富士市） 秋山副会長、山口常務理事

国立病院機構静岡医療センター・沼津薬剤師会「薬薬連携　外来
がん化学療法セミナー」

１１ １７ 木 （Web開催） 鈴木理事

令和４年度学校環境衛生・薬事衛生研究協議会
（１日目）

１１ １７ 木 （Web併用）和歌山城ホール（和歌山県）
秋山副会長、天野・山口常務理事、川口理事
（録画配信を視聴）

令和４年度学校環境衛生・薬事衛生研究協議会
（２日目）

１１ １８ 金 （Web併用）和歌山城ホール（和歌山県）
秋山副会長、天野・山口常務理事、川口理事
（録画配信を視聴）

東海北陸厚生局「令和４年度第21回保険薬局個別指導」（西部） １１ １８ 金 静岡県浜松総合庁舎（浜松市中区） 菅沼常務理事

静岡県立大学「令和４年度薬学共用試験ＯＳＣＥ直前評価者講習
会」

１１ １９ 土 静岡県立大学薬学部棟（静岡市駿河区） 安達・大重・植常務理事他

東海北陸地方社会保険医療協議会静岡部会 １１ ２２ 火 静岡労政会館（静岡市葵区） 石川会長

県薬「令和４年度第16回正副会長会議」 １１ ２４ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

東海北陸厚生局「令和４年度第22回保険薬局個別指導」（中部） １１ ２５ 金 静岡県静岡総合庁舎（静岡市駿河区） 植常務理事

第55回東海薬剤師学術大会　準備 １１ ２６ 土 グランシップ（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、各役員他

日薬「東海ブロック会議」 １１ ２６ 土 ホテルグランヒルズ静岡（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、後藤局長

 東海四県会長懇談会 １１ ２６ 土 ホテルグランヒルズ静岡（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、後藤局長

第55回東海薬剤師学術大会 １１ ２７ 日 グランシップ（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、各役員他

日薬「令和４年度健康サポート薬局研修担当者全国会議」 １１ ２８ 月 （Web開催） 安達常務理事（Web）

鈴木梅太郎博士顕彰会「理事会」「鈴木賞授与式」に係る事前打合
せ

１１ ２８ 月 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 石川会長

東海北陸厚生局「令和４年度第23回保険薬局個別指導」（東部） １１ ３０ 水 静岡県東部総合庁舎（沼津市） 小鷹理事、冨田職能対策委員会委員

日薬「令和４年度都道府県薬剤師会アンチ・ドーピング活動担当者
等研修会」

１２ １ 木 （Web研修会）
大重常務理事(Web）、久保田医薬品情報管理センター所
長

県医療政策課「静岡県保健医療計画策定作業部会」（Web併用会
議）

１２ １ 木 グランディエールブケトーカイ（静岡市葵区） 山口常務理事(Web）

日本医薬情報センター「JAPICユーザ会」 １２ ２ 金 （Web開催） 久保田医薬品情報管理センター所長

沼津薬剤師会「在宅医療に関する入門・中級研修会」講演（Web研
修）

１２ ３ 土 （Web研修） 山口常務理事

県薬「令和４年度退院前カンファレンスに関する研修会」（１回目） １２ ４ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 増田副会長、河西常務理事、鈴木・村松理事

県薬「令和４年度第17回正副会長会議」 １２ ８ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

県薬「令和４年度第９回理事会」 １２ ８ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、各役員

県薬「令和４年度第５回会報編集委員会」 １２ ８ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
秋山副会長、鈴木・菅沼常務理事、川口・松永理事、各
委員

県薬「令和４年度第３回学校保健部会議」 １２ ８ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 秋山副会長、天野・山口常務理事、川口理事

県薬「令和４年度第７回地域医療部会議」 １２ ８ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
増田副会長、小笠原・河西・小西・品川・山口常務理事、
鈴木・曾根・村松理事

県薬「令和４年度第２回学校薬剤師委員会」 １２ １０ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 秋山副会長、天野・山口常務理事、川口理事

静岡県立大学「令和４年度薬学共用試験ＯＳＣＥ本試験」 １２ １０ 土 静岡県立大学薬学部棟（静岡市駿河区） 安達・大重・植常務理事他

静岡県病院協会「令和４年度第２回理事会」 １２ １５ 木 グランディエールブケトーカイ（静岡市葵区） 原田副会長

東海北陸厚生局他「特定共同指導」 １２ １６ 金 静岡県静岡総合庁舎他（静岡市駿河区） 岡田副会長、天野常務理事

県医療政策課「令和４年度静岡県医療安全相談窓口運営協議会」 １２ １６ 金 静岡県庁別館（静岡市葵区） 原田副会長

県薬「令和４年度第３回職能対策委員会」 １２ １７ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
岡田副会長、天野・大重・小笠原・植・菅沼・鈴木常務理
事、小鷹・鈴木・曾根・松永理事、各委員

県薬「薬薬連携推進のための意見交換会」 １２ １７ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、岡田副会長、安達・天野・大重・小笠原・植・菅
沼・鈴木常務理事、小鷹・鈴木・曾根・松永理事、各委員

県薬「令和４年度退院前カンファレンスに関する研修会」（２回目） １２ １８ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 増田副会長、河西常務理事、鈴木・曾根理事

県薬事課「令和４年度第２回薬学講座検討委員会」 １２ １９ 月 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
秋山副会長、杉井専務理事、山口常務理事
（Web）天野常務理事、川口理事

菊川市立総合病院・小笠袋井薬剤師会（薬薬連携）勉強会 １２ １９ 月 菊川市立総合病院（菊川市） 植常務理事

県薬「令和４年度地域ブロック協議会」（東部） １２ ２０ 火 富士市ロゼシアター（富士市）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、鈴木常務理事

日薬「抗原定性検査キットの販売体制の整備・充実に関する意見
交換会」（Web）

１２ ２１ 水 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 秋山副会長、杉井専務理事、後藤事務局長

東海北陸厚生局「令和４年度第24回保険薬局個別指導」（東部） １２ ２１ 水 静岡県東部総合庁舎（沼津市） 曾根理事

県薬「令和４年度監事中間監査」 １２ ２２ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山副会長、杉井専務理事、品川常務理事、
戸塚・三浦監事

県薬「令和４年度第18回正副会長会議」 １２ ２２ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

県薬「令和４年度静岡県災害対応研修会」 １２ ２５ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山副会長、杉井専務理事、鈴木・菅沼常務
理事、村松理事

県薬「令和４年度第４回学術情報部会議」 １２ ２６ 月 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
原田副会長、安達・伊藤・大重・河西・植常務理事、小
鷹・林理事他

東海北陸地方社会保険医療協議会静岡部会 １２ ２７ 火 静岡労政会館（静岡市葵区） 石川会長

県医師会「介護保険研修会」 １ ７ 土 静岡県医師会館（静岡市葵区）（Web併用） 山口常務理事(Web）

県薬「認定実務実習指導薬剤師アドバンストワークショップ事前打
合せ」

１ ８ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 原田副会長、安達・大重・植・鈴木・菅沼常務理事
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県薬「令和4年度スポーツファーマシストスキルアップ研修会」 １ ９ 月 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 石川会長、原田副会長、安達・大重常務理事

令和５年新年挨拶回り １ １０ 火 静岡県庁（静岡市葵区） 石川会長、杉井専務理事

日薬「令和４年度第４回都道府県会長協議会」 １ １１ 水 四谷安田ビル（日薬会議室）（東京都新宿区） 石川会長

県薬「令和４年度第19回正副会長会議」 １ １２ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

県薬「令和４年度第10回理事会」 １ １２ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、各役員

県薬「令和４年度第８回地域医療部会議」 １ １２ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
増田副会長、小笠原・河西・小西・品川・常務理事、鈴
木・曾根理事

県福祉長寿政策課「令和４年度第２回静岡県長寿社会保健福祉計
画推進・策定部会」

１ １２ 木 札の辻クロスホール（静岡市葵区）（Web併用） 山口常務理事(Web）

県薬「令和４年度認定実務実習指導薬剤師養成講習会（第３回）」
（ビデオ講習）

１ １５ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 大重常務理事

日本薬局協励会静岡支部「令和４年度日本薬局協励会新年大会」 １ １５ 日 静岡第一ホテル（静岡市駿河区） 石川会長

日薬「令和４年度「薬局ビジョンに向けた薬剤師のかかりつけ機能
強化事業【第２期】」における事業1に係る説明会」

１ １６ 月 （Web開催） 安達・河西常務理事

東海北陸厚生局「令和４年度第25回保険薬局個別指導」（中部） １ １７ 火 静岡県静岡総合庁舎（静岡市駿河区） 大重常務理事

日薬「令和４年度生涯学習担当者全国会議」（Web会議） １ １８ 水 静岡県薬剤師会館（Web会議） 原田副会長

三島地域モデル事業「三島市薬剤師会研修会　麻薬小売業者間
譲渡研修」講演

１ １８ 水 三島商工会議所（三島市） 鈴木常務理事

県歯科医師会「第２回糖尿病歯周病医療連携委員会」 １ １９ 木 静岡県歯科医師会館（静岡市駿河区） 秋山副会長

ホームページ概要意見交換会（Web会議） １ ２０ 金 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
秋山副会長、後藤局長、（県薬から参加）
菅沼常務理事（自宅から参加）

東海地区調整機構「2022年度第２回東海地区調整機構委員会・合
同会議」（Web会議）

１ ２１ 土 （Web会議） 原田副会長、安達・大重常務理事

県薬「令和４年度調剤過誤防止・医療安全管理講習会」（Web講習
会）

１ ２１ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）（Web配信）
石川会長、岡田副会長、天野・小笠原・植・菅沼・鈴木常
務理事、鈴木・曾根・松永理事、各委員

県薬「認定実務実習指導薬剤師アドバンストワークショップ」 １ ２２ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 原田副会長、安達・大重・植・鈴木・菅沼常務理事

磐田薬剤師会「在宅医療に関する入門研修会」講演 １ ２３ 月 磐田市総合健康福祉会館ｉプラザ(磐田市) 澤田在宅訪問推進委員会委員

東海北陸地方社会保険医療協議会静岡部会 １ ２４ 火 静岡労政会館（静岡市葵区） 石川会長

県薬事課「令和４年度静岡県薬事審議会」に係る事前説明 １ ２４ 火 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 石川会長

県薬「令和５年度予算ヒアリング」 １ ２６ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 秋山副会長、杉井専務理事、品川常務理事

県薬「令和４年度第20回正副会長会議」 １ ２６ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

静岡市薬剤師会「在宅医療に関する入門・中級研修会」講演 １ ２６ 木 静岡市薬剤師会館(静岡市駿河区) 河西常務理事

東海北陸厚生局「令和４年度第26回保険薬局個別指導」（西部） １ ２７ 金 静岡県浜松総合庁舎（浜松市中区） 菅沼常務理事

県大「令和４年度静岡県立大学薬学部実務実習協議会」 １ ２７ 金 静岡県立大学SDG室(静岡市清水区) 原田副会長、安達・植常務理事

県疾病対策課「令和４年度第１回がん対策推進協議会」 １ ２７ 金 （Web会議） 石川会長（Web）

県薬「令和４年度第７回職能対策部会議」 １ ２８ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
岡田副会長、安達・天野・大重・小笠原・植・菅沼・鈴木常
務理事、小鷹・鈴木・曾根・松永理事

令和４年度厚生労働省委託事業「在宅医療関連講師人材養成事
業」グループワーク

１ ２９ 日 （Web研修） 河西常務理事（Web）

県薬「令和４年度第２回地域・職域連絡協議会」 １ ２９ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、各役員他

県薬事課「薬学講座及び薬物乱用防止講習会の講師等を対象とし
た研修会」

１ ３０ 月 プラサヴェルデ（沼津市） 山口常務理事

県薬事課「薬学講座及び薬物乱用防止講習会の講師等を対象とし
た研修会」

１ ３０ 月 もくせい会館（静岡市葵区） 杉井専務理事、天野常務理事

 静岡県「公益法人立入検査」 １ ３１ 火 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 石川会長、秋山副会長、杉井専務理事

日薬「日本薬剤師会研修プラットフォーム説明会」 ２ １ 水 （Web会議） 安達・菅沼常務理事（Web）

県医師会「令和４年度第１回シズケアサポートセンター運営評議委
員会」

２ １ 水 静岡県医師会館（静岡市葵区）（Web併用） 増田副会長

県薬事課「令和４年度静岡県薬事審議会」 ２ ２ 木 札の辻クロスホール（静岡市葵区） 石川会長、山口常務理事（Web）

県薬「令和４年度第１回デジタル化推進委員会」 ２ ３ 金 （Web会議）
秋山副会長、安達・菅沼・鈴木（孝）常務理事、鈴木（亮）
理事、各委員

県薬「令和４年度地域薬剤師会社会保険担当者会議」 ２ ４ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、岡田副会長、安達・天野・大重・小笠原・植・
菅沼・鈴木常務理事、小鷹・鈴木・曾根・松永理事他

県薬「令和４年度第４回職能対策委員会」 ２ ４ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
岡田副会長、安達・天野・大重・小笠原・植・菅沼・鈴木常
務理事、小鷹・鈴木・曾根・松永理事、各委員

県医師会「令和４年度JMATに関する災害医療研修会」 ２ ４ 土 静岡県医師会館（静岡市葵区）（Web併用） 秋山副会長（Web）

県薬「令和４年度緩和ケア対応研修会（３回目）」 ２ ５ 日 静岡県立大学（静岡市駿河区） 増田副会長、小西・品川常務理事、村松理事

県薬「オンライン診療に伴う緊急避妊薬の調剤に関する研修会」 ２ ５ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、岡田副会長、天野・大重・小笠原・植・菅沼常
務理事、小鷹理事

日薬「令和４年度学校薬剤師部会くすり教育研修会」 ２ ５ 日 Web開催 川口理事(Web)

県医師会「令和４年度第２回シズケア＊かけはし運用検討委員会」 ２ ７ 火 静岡県医師会館（静岡市葵区）（Web併用） 河西常務理事（Web）

県危機管理監他「令和５年度静岡県・浜松市・湖西市総合防災訓
練全体説明会」

２ ８ 水 湖西市新居地域センター（湖西市） 村松理事

県健康政策課「令和４年度第１回ふじのくに健康増進計画推進協
議会」

２ ８ 水 もくせい会館（静岡市葵区） 石川会長

県薬「令和４年度第21回正副会長会議」 ２ ９ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

県薬「令和４年度第11回理事会」 ２ ９ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、各役員
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東海北陸厚生局「令和５年度の指導監査」に係る説明 ２ ９ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 岡田副会長、天野常務理事、曾根理事

静岡新聞社「静岡新聞掲載コラムに関する打合せ」 ２ ９ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 秋山副会長、菅沼常務理事

県医師会「令和４年度静岡県医師会救急災害医療対策委員会」
（Zoomミーティング）

２ ９ 木 静岡県医師会館（静岡市葵区）（Web会議） 秋山副会長(Web)

県薬「令和４年度第６回会報編集委員会」 ２ ９ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
秋山副会長、鈴木・菅沼常務理事、川口・松永理事、各
委員

清水薬剤師会研修会講演 ２ ９ 木
清水保健福祉センター（静岡市清水区）（Web併
用）

小鷹理事

県国民健康保険課「令和４年度第２回静岡県国民健康保険運営協
議会」

２ １０ 金 静岡県庁別館(静岡市葵区)（web併用） 山口常務理事(Web）

 静岡県看護協会「第２回特定行為研修管理委員会」 ２ １０ 金 エスパティオ県看護協会会議室（静岡市駿河区） 石川会長

東海四県薬剤師会長、日薬代議員及び事務局長会議 ２ １１ 土 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）（Web会議）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、後藤事務局長

県薬「令和４年度第３回学校薬剤師委員会」 ２ １２ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 秋山副会長、天野・山口常務理事、川口理事

県薬「令和４年度第２回地域薬剤師会学校薬剤師担当者会議」 ２ １２ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 秋山副会長、天野・山口常務理事、川口理事

県薬事課「薬学講座及び薬物乱用防止講習会の講師等を対象とし
た研修会」

２ １３ 月 アクトシティ浜松コングレスセンター(浜松市中区) 川口理事

東海北陸厚生局「保険薬局集団的個別指導」 ２ １５ 水 静岡県静岡総合庁舎（静岡市駿河区） 小鷹理事

静岡県薬剤師国民健康保険組合「令和４年度第５回理事会」 ２ １５ 水 レイアップ御幸町ビル（静岡市葵区） 石川会長他

県地域医療課「令和４年度第１回静岡県救急・災害医療対策協議
会」

２ １５ 水
（Web併用）静岡県庁別館５階危機管理センター西
側

鈴木（孝）常務理事(web)

自民党静岡市静岡支部「政経フォーラム」 ２ １５ 水 ホテルグランヒルズ静岡（静岡市駿河区） 明石会長、石川幹事長兼副会長

令和４年度「東海四県薬剤師会調剤報酬に関する意見交換会」 ２ １６ 木 （Web会議）静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 岡田副会長、植・鈴木常務理事他

令和４年度学校保健会第２回理事会 ２ １６ 木 静岡市産学交流センター（静岡市葵区） 秋山副会長、山口常務理事

静岡がんセンター「2022年度静岡県がん医療地域連携交流会」 ２ １６ 木 静岡がんセンター研究所（駿東郡長泉町） 山口常務理事、鈴木理事

県病院協会「令和４年度第３回理事会」 ２ １７ 金 産業経済会館（静岡市葵区） 原田副会長

県薬「令和４年度地域ブロック協議会」（中部） ２ １８ 土 静岡パルシェ（静岡市葵区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、天野、菅沼常務理事

県薬「令和４年度第９回地域医療部会議」 ２ １９ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
増田副会長、小笠原・河西・小西・品川・山口常務理事、
鈴木・曾根・村松理事他

県薬「令和４年度第２回在宅訪問推進委員会」 ２ １９ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
増田副会長、小笠原・河西・小西・品川・山口常務理事、
鈴木・曾根・村松理事、各委員

県薬「要指導医薬品・一般用医薬品販売に関する講習会」 ２ １９ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、岡田副会長、安達・菅沼・鈴木常務理事、小
鷹理事

県腎臓バンク「第42回理事会」 ２ ２０ 月 レイアップ御幸町ビル（静岡市葵区） 岡田副会長

県生活科学検査センター理事会・評議員会に係る事前説明 ２ ２０ 月 県生活科学検査センター焼津検査所（焼津市） 石川会長

県薬「令和４年度第22回正副会長会議」 ２ ２２ 水 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

県薬「令和４年度薬剤師のための予防接種研修会」 ２ ２３ 木 静岡県立大学（静岡市駿河区）
石川会長、秋山副会長、杉井専務理事、小西常務理事、
松永理事、村松理事

岐阜市薬剤師会「災害対応研修会」 ２ ２６ 日 岐阜県薬剤師会館（岐阜市） 杉井専務理事

県薬「令和４年度臨床対応研修会」 ２ ２６ 日 静岡県立大学（静岡市駿河区）
石川会長、増田副会長、小笠原・河西常務理事、曾根理
事

東海北陸地方社会保険医療協議会静岡部会 ２ ２７ 月 静岡労政会館（静岡市葵区） 石川会長

県8020推進住民会議「第3回静岡県8020推進住民会議（Web併催） ２ ２８ 火 （Web会議） 秋山副会長(Web)

日薬「セルフケア・セルフメディケーション推進のための全国担当者
会議」

３ １ 水 （Web開催） 小鷹理事（Web）

 静岡県看護協会「第1回医療的ケア児等支援ネットワーク会議」 ３ １ 水 エスパティオ県看護協会会議室（静岡市駿河区） 河西常務理事(web)

県障害福祉課「令和４年度第２回静岡県社会福祉審議会障害者福
祉専門分科会審査部会」

３ ２ 木 （Web開催） 岡田副会長

静岡県医療事故調査等支援団体連絡協議会研修会 ３ ２ 木
静岡県医師会館（静岡市葵区）
(Web併用)

鈴木常務理事（Web）

県薬「令和５年度予算ヒアリング」 ３ ２ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 秋山副会長、杉井専務理事、品川常務理事

静岡がんセンター「静岡がん会議２０２２」（Web会議） ３ ３ 金 （Web開催） 山口常務理事

県生活科学検査センター「理事会」 ３ ６ 月 ペガサート（静岡市葵区） 石川会長、岡田・増田副会長、戸塚・三浦監事

県病院協会「令和４年度臨時総会」 ３ ６ 月 グランディエールブケトーカイ（静岡市葵区） 原田副会長

県疾病対策課「令和４年度静岡県循環器病対策推進協議会」 ３ ７ 火
グランディエールブケトーカイ（静岡市葵区）(Web
併用)

岡田副会長(Web)

日薬「令和４年度研究推進に関する全国会議」 ３ ８ 水 （Web開催） 伊藤常務理事

県福祉長寿政策課「令和４年度第３回地域包括ケア推進ネットワー
ク会議」

３ ８ 水 グランディエールブケトーカイ（静岡市葵区） 増田副会長

県薬「令和４年度第23回正副会長会議」 ３ ９ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事

県薬「令和４年度第12回理事会」 ３ ９ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、各役員

県薬「令和４年度第４回学校保健部会議」 ３ ９ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 秋山副会長、山口・天野常務理事、川口理事

県薬「令和４年度第８回職能対策部会議」 ３ ９ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
岡田副会長、安達・天野・大重・小笠原・植・菅沼・鈴木常
務理事、小鷹・鈴木・曾根・松永理事

静岡がんセンター「令和４年度第2回静岡県がん診療連携協議会
支持療法部会」（Web会議）

３ １０ 金 （Web会議） 山口常務理事(Web)

日薬「第101回臨時総会」 ３ １１ 土 ホテルイースト21東京（東京都江東区） 秋山・岡田・増田・原田副会長
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静岡県薬剤師国民健康保険組合「令和４年度第２回組合会」 ３ １１ 土 静岡グランドホテル中島屋（静岡市葵区） 石川会長他

日薬「第101回臨時総会」 ３ １２ 日 ホテルイースト21東京（東京都江東区） 秋山・岡田・増田・原田副会長・石川会長（傍聴）

東海薬学連携コンソーシアム「新しい薬学教育モデル・コア・カリ
キュラムを考えるFDワークショップ」

３ １２ 日 名古屋市立大学薬学部（田辺通キャンパス） 安達・大重常務理事

県生活科学検査センター「評議員会」 ３ １３ 月 ペガサート（静岡市葵区） 石川会長、秋山副会長

県薬事課「令和４年度静岡県献血推進協議会」 ３ １４ 火
静岡男女共同参画センター「あざれあ」（静岡市葵
区）

大重常務理事

社会保険診療報酬支払基金静岡審査委員会「令和４年度第６回審
査運営協議会」

３ １５ 水
社会保険診療報酬支払基金静静岡審査委員会
事務局（静岡市駿河区）

石川会長

県疾病対策課「アレルギー疾患医療連絡協議会」 ３ １５ 水 静岡パルシェ（静岡市葵区） 岡田副会長

日薬「令和４年度学校薬剤師部会全国担当者会議」 ３ １６ 木 四谷安田ビル（日薬会議室）（東京都新宿区） 天野常務理事

静岡市薬剤師会「薬学生実務実習」講義 ３ １６ 木 静岡市薬剤師会館(静岡市駿河区) 石川会長

県感染対策課「令和４年度静岡県結核対策推進協議会」 ３ １６ 木 （Web会議） 大重常務理事（Web）

県福祉長寿政策課「令和４年度第３回静岡県長寿社会保健福祉計
画推進・策定部会」

３ １７ 金 レイアップ御幸町ビル（静岡市葵区）（Web併用） 山口常務理事

日薬「令和４年度かかりつけ薬剤師・薬局推進指導者協議会」 ３ １７ 金 ベルサール八重洲(東京都中央区) 菅沼常務理事、曾根理事

 静岡がんセンター「静岡県がん診療連携協議会」（Web会議） ３ １７ 金 （Web会議） 石川会長（Web）

日薬「令和４年度社会保険指導者研修会」 ３ ２０ 月 TKP市ヶ谷カンファレンスセンター（東京都新宿区） 鈴木常務理事

ふじのくにバーチャル・メガ・ホスピタル協議会「令和４年度第２回理
事会」

３ ２２ 水 （Web会議） 天野常務理事

県薬事振興会「令和４年度臨時総会」 ３ ２３ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区） 石川会長、増田副会長

東海北陸地方社会保険医療協議会静岡部会 ３ ２４ 金 静岡労政会館（静岡市葵区） 石川会長

日薬「令和４年度薬事情報センター実務実習担当者等研修会」 ３ ２４ 金 （Web会議） 久保田所長（Web）

県医師会「令和４年度シズケア*かけはし普及拠点推進事業報告
会」

３ ２５ 土 静岡県医師会館（静岡市葵区）（Web併用） 増田副会長（Web）

県薬「第108回臨時総会」に係る議事運営打ち合わせ会 ３ ２６ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、正副議長他

県薬「第108回臨時総会」 ３ ２６ 日 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事、各役員他

県医療政策課「令和４年度第２回医療審議会」 ３ ２７ 月 グランディエールブケトーカイ（静岡市葵区） 石川会長、山口常務理事

県薬「令和４年度第24回正副会長会議」 ３ ３０ 木 静岡県薬剤師会館（静岡市駿河区）
石川会長、秋山・岡田・増田・原田副会長、杉井専務理
事
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令和４年度事業報告附属明細書 
 
令和４年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第 34条第

３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成しな

い。 
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